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半導体製品は、取り扱い、保管･輸送環境、基板実装条件によっ
ては、お客様での実装前後に破壊/劣化、または故障を起こすこ
とがあります。 
弊社半導体製品のお取り扱い、ご使用にあたっては下記の点

を遵守して下さい。 
1.　静電気 
●　素手で半導体製品単体を触らないこと。どうしても触
る必要がある場合は、リストストラップ等で人体からアー
スをとり、導電性手袋等をして取り扱うこと。 

●　弊社出荷梱包単位（外装から取り出された内装及び個装） 
又は製品単品で取り扱いを行う場合は、接地された導
電性のテーブル上で（導電性マットにアースをとったも
の等）、アースをした作業者が行うこと。また、コンテ
ナ等も、導電性のものを使うこと。 

●　マウンタやはんだ付け設備等、半導体の実装に関わる
全ての装置類は、静電気の帯電を防止する措置を施す
こと。 

●　前記のリストストラップ・導電性手袋・テーブル表面
及び実装装置類の接地等の静電気帯電防止措置は、常
に管理されその機能が確認されていること。 

2.　温･湿度環境 
●　温度：0～40℃、相対湿度：40～85％で保管・輸送
及び取り扱いを行うこと。（但し、結露しないこと。） 

●　直射日光があたる状態で保管・輸送しないこと。 
3.　防湿梱包 

●　防湿梱包品は、開封後は個別推奨保管環境及び期間に
従い基板実装すること。 

4.　機械的衝撃 
●　梱包品（外装、内装、個装）及び製品単品を落下させたり、

衝撃を与えないこと。 
5.　熱衝撃 

●　はんだ付け時は、最低限260℃以上の高温状態に、10
秒以上さらさないこと。（個別推奨条件がある時はそれ
に従うこと。） 

6.　汚染 
●　はんだ付け性を損なう、又はアルミ配線腐食の原因と

なるような汚染物質（硫黄、塩素等ハロゲン）のある環
境で保管・輸送しないこと。 

●　はんだ付け後は十分にフラックスの洗浄を行うこと。 
（不純物含有率が一定以下に保証された無洗浄タイプの
フラックスは除く。） 

 
 
 
 

以上 

2001.11

弊社半導体製品の取り扱い・保管について 
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まえがき

最初にお読みください

このマニュアルについて

本書では、TMS320C6000™ DSP ファミリーのディジタル・シグナル・プロセッサ

（DSP）に組み込まれている PCI（Peripheral Component Interconnect）ポートについて

説明します。また、PCI インターフェイスの詳細は、PCI 規格リビジョン  2.2 を参照

してください。『TMS320C6000 DSP Peripheral Component Interconnect (PCI) Reference
Guide』（文献番号 SPRU581B）を翻訳しています。

表記規則

本書では、次の表記規則を使用しています。

❏ 16 進数は末尾に h を付けて表されています。たとえば、16 進数の 40（10 進数

64）は、40h と表されています。

❏ 本書では、レジスタは図で表され、表形式で説明されます。

■ レジスタの図は、複数のフィールドで構成される長方形で示されます。各

フィールドには、ビット名が付けられています。フィールドの始まりと終

わりを示すビットがその上に、またリード / ライト属性がその下に書かれて

います。凡例は、その属性を表すために使用される表記を示しています。

■ レジスタの図に示されている予約ビットは、将来的なデバイスの拡張を考

慮しているビットを表しています。この予約ビットをリードすると、常に

デフォルト値が戻されます。この予約ビットにライトすると、無視されま

す。このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。

これは将来的なデバイスの互換性を確保するためです。

凡例 : R = リード専用 ; R/W = リード / ライト ; -n = リセット後の値

† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保す

るためです。

31 1 0

reserved†  bit

R-0 R/W-0
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Texas Instruments 社からの関連文献

C6000™ デバイスおよびそのサポート・ツールを解説した関連文献は、次のとおり

です。関連文献は、www.ti.com から入手可能です。www.ti.com にアクセスして、検

索ボックスに文献番号を入力してください。

TMS320C6000 CPU and Instruction Set Reference Guide（文献番号 SPRU189）は、

TMS320C6000™ ディジタル・シグナル・プロセッサの CPU アーキテクチャ、命令

セット、パイプライン、および割り込みについて説明します。

TMS320C6000 DSP Peripherals Overview Reference Guide（文献番号 SPRU190）は、

TMS320C6000™ DSP で使用可能なペリフェラルについて説明します。

TMS320C6000 Technical Brief（文献番号 SPRU197）は、TMS320C62x™ と 
TMS320C67x™ DSP、開発ツールおよびサードパーティのサポートの概要について

説明します。

TMS320C64x Technical Overview（文献番号 SPRU395）は、TMS320C64x™ DSP の
概要について説明します。また、TMS320C64x VelociTI™ により強化されるアプリ

ケーション分野についても説明します。

TMS320C6000 Programmer's Guide（文献番号 SPRU198）は、TMS320C6000™ DSP 
用に C およびアセンブラ・コードを最適化する方法について説明し、また、アプリ

ケーション・プログラム例を示します。

TMS320C6000 Code Composer Studio Tutorial（文献番号 SPRU301）は、Code 
Composer Studio™ 統合開発環境とソフトウェア・ツールの概要について説明しま

す。

Code Composer Studio Application Programming Interface Reference Guide（文献番

号 SPRU321）は、Code Composer Studio™ アプリケーション・プログラミング・イ

ンターフェイス（API）について説明します。この API を使用して、Code Composer 
用のカスタム・プラグインを開発することができます。

TMS320C6x Peripheral Support Library Programmer's Reference（文献番号 
SPRU273）は、TMS320C6000™ のペリフェラル・サポート・ライブラリの関数と

マクロの内容について説明します。ヘッダ・ファイル毎に、またアルファベット順

に、関数とマクロがリストされています。それぞれを詳しく説明するとともに、そ

の使用方法を示すコード例を記述しています。

TMS320C6000 Chip Support Library API Reference Guide（文献番号 SPRU401）は、

オンチップ・ペリフェラルの設定と制御のために使用するアプリケーション・プロ

グラミング・インターフェイス（API）のセットについて説明します。

商標

Code Composer Studio、C6000、C62x、C64x、C67x、TMS320C6000、TMS320C62x、
TMS320C64x、TMS320C67x、および VelociTI は、Texas Instruments の商標です。
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PCI（Peripheral Component Interconnect）

本書では、TMS320C6000™ DSP ファミリーのディジタル・シグナル・プロセッサ

（DSP）に組み込まれている PCI（Peripheral Component Interconnect）ポートについて

説明します。また、PCI インターフェイスの詳細は、PCI 規格リビジョン 2.2 を参照

してください。

1 概要

PCI ポートがサポートしている PCI の機能は次のとおりです。

❏ PCI 規格リビジョン 2.2 に準拠

❏ パワー・マネージメント・インターフェイス規格リビジョン 1.1（C6205 DSP の
み）に準拠

❏ PC99 要件に準拠

❏ PCI マスター / スレーブ・インターフェイス

❏ 32 ビット・アドレス / データ・バス

❏ 単一機能デバイス

❏ 中速アドレス・デコード

❏ PCI は、オンチップ上の RAM、ペリフェラル、外部メモリ・インターフェイス
（EMIF）を介して外部メモリにアクセスできます。

❏ メモリ・リード、メモリ・リード・マルチプル、メモリ・リード・ライン、メ
モリ・ライトの各コマンド、I/O リード、I/O ライト、CFG リード、CFG ライト
をサポートします。

❏ 無制限スレーブ・アクセス・バースト長

❏ 最大 64K バイトまでのマスター転送

❏ I/O リード / ライト用のシングル・ワード転送

❏ コンフィギュレーション・レジスタ・アクセス用のシングル・ワード転送

❏ PCI リセット時に外部シリアル EEPROM から初期化される多数のコンフィギュ
レーション・レジスタ（サブシステム ID、サブシステム・ベンダー ID など）

❏ 4 線式シリアル EEPROM インターフェイスのサポート

❏ PCI リセット時に、DSP を介在することなく、PCI ポートにより直接使用される
EEPROM インターフェイス。PCI リセット後の、DSP ソフトウェアによる
EEPROM 制御。

❏ DSP のプログラム制御下で、PCI 割り込みリクエスト

❏ PCI I/O サイクル経由の DSP  割り込み
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❏ ソフトウェアによる DSP パワー・コントロール（C6205 DSP のみ）

❏ ソフトウェアによるペリフェラルパワー・コントロール（C6205 DSP のみ）

❏ D0、D1、D2、D3hot からソフトウェア制御による  PME のアサーション
（C6205 DSP のみ）

❏ D3cold からパワー・ウェークアップ・アクティブのハードウェア制御による PME
のアサーション。D0、D1、D2、D3hot からのオプションのハードウェア制御に
よる PME のアサーション（C6205 DSP のみ）

❏ D0、D1、D2、D3hot、および D3cold パワー・マネージメント・モードのサポー
ト（C6205 DSP のみ）。

❏ 3.3V aux により電力を供給されるロジックによる PCI パワー・マネージメント・
コントロールステータス・レジスタ “ スティッキー ” ビットを実装（C6205 DSP
のみ）

❏ 4 つの FIFO を利用した効率的なデータ転送（マスター・ライト、マスター・リー
ド、スレーブ・ライト、スレーブ・リード）

❏ マスターとスレーブは独立した動作

❏ マスターとスレーブのライトは独立した動作

❏ 3 つの PCI ベース・アドレス・レジスタ（プリフェッチ可能メモリ、プリフェッ
チ不可能メモリ、I/O）

❏ プリフェッチ可能メモリに対するメモリ・リード・ライン時およびメモリ・リー
ド・マルチプル時にリトライで接続解除

❏ PCI マスターまたはスレーブ・トランザクション時に DSP により挿入される
ウェイト・ステートはない

PCI ポートがサポートしない機能は、次のとおりです。

❏ PCI スペシャル・サイクル

❏ PCI インタラプト・アクノリッジ・サイクル

❏ PCI ロック

❏ PCI メモリ・キャッシング

❏ 64 ビット・バス動作

❏ マスター・アドレス / データ・ステッピング

❏ マスター結合（ライト・ポスティング用）

❏ コラプシング

❏ マージング

❏ キャッシュ・ライン・ラップ・アクセス

❏ リザーブド・アクセス

❏ メッセージ送出割り込み

❏ バイタル製品データ

❏ Compact  PCI ホット・スワップ
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PCI ポ－トは、内蔵 PCI マスター / スレーブ・バス・インターフェイス経由での DSP
と PCI ホストの接続をサポートします。C62x デバイスの場合、PCI ポートは DMA
コントローラの補助チャネル経由で、DSP にインターフェイスします（図 1 を参照）。

C64x デバイスの場合、PCI ポートはエンハンスト DMA（EDMA）コントローラ経由

で、DSP にインターフェイスします（図 2 を参照）。このアーキテクチャは、他のア

プリケーションで使用可能な DMA/EDMA チャネル・リソースを保持したまま PCI
マスター・トランザクションとスレーブ・トランザクションの両方をサポートしま

す。

C62x PCI ポートは、DSP メモリ内のソース / デスティネーション・アドレスを補助

DMA に提供します。DMA は、適切なインターフェイス（データ・メモリ、プログ

ラム・メモリ、レジスタ I/O、または外部メモリ）を選択してアドレス・デコードを

行います。DMA コントローラの補助チャネルは、PCI インターフェイス上で最大の

スループットを達成するには、最上位のプライオリティに設定しておく必要があり

ます。

また、C64x PCI ポートは、EDMA 内部アドレス生成ハードウェアを使用して、アド

レス・デコードを行います。

C62x と C64x の PCI ポートの違いを表 1 に示します。

図 1. TMS320C62x DSP ブロック図
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図 2. TMS320C64x DSP ブロック図

表 1. C62x PCI と C64x PCI の違い

† P = CPU クロック周期

機能 C62x PCI C64x PCI

内部転送 補助 DMA EDMA 内部アドレス生成ハードウェア

PMDCSR レジスタ サポート なし

HALT レジスタ サポート なし

TRCTL レジスタ なし サポート

対応している EEPROM のサイ

ズ・ビット

1K、2K、4K、16K 4K

パワー・マネージメント機能
の対応

あり なし

FIFO 深さ 8 ワード 16 ワード

C6000 DSP 

A 

 A

L1 S1 M1 D1
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 B

L2S2M2D2

L1P 
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EMIFB

PCI

PLL
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2 PCI アーキテクチャ

PCI ポートがサポートしている PCI データ・トランザクションは次の 4 タイプです。

❏ スレーブ・ライト： 外部 PCI マスターが DSP スレーブへライト

❏ スレーブ・リード： 外部 PCI マスターが DSP スレーブからリード

❏ マスター・ライト： DSP マスターが外部スレーブにライト

❏ マスター・リード： DSP マスターが外部スレーブからリード

PCI ポートのブロック図は、次の主要なブロックから構成されます（図 3（19 ペー

ジ）を参照）。

❏ PCI バス・インターフェイス・ユニット（PBIN）

PCI バス・プロトコルは、PCI バス・インターフェイス・ユニット（PBIN）に

実装されています。PCI バス・バンド幅を最大にするために、PCI インターフェ

イスは、スレーブまたはマスター・バースト・トランザクションの場合にウェ

イト・ステートを挿入しません。対応する FIFO がフルまたは空になると、PCI

インターフェイスは現在の転送を接続解除します。PCI バス・インターフェイ

ス・ユニットは、次のディレイを PCI バス上に挿入します。

■ スレーブ・ライト

■ 最初のゼロ・ウェイト・ステート転送
■ それに続くゼロ・ウェイト・ステート転送
■ FIFO がフルか、または前回のフレームが未完了の場合、接続解除する

■ スレーブ・リード

■ プリフェッチ可能： 最初のアクセスは、リトライで接続解除
■ シングル・ワード転送では、最大 16 ウェイト・ステートが挿入される
■ 最初のゼロ・ウェイト・ステート転送（プリフェッチ可能リトライ）
■ それに続くゼロ・ウェイト・ステート転送（プリフェッチ可能リトライ）
■ FIFO が空か、または他のスレーブ・リード・フレームが進行中の場合、

接続解除する

■ マスター・ライト

■ 最初のゼロ・ウェイト・ステート転送
■ それに続くゼロ・ウェイト・ステート転送

■ マスター・リード

■ 最初のゼロ・ウェイト・ステート転送
■ それに続くゼロ・ウェイト・ステート転送

❏ EEPROM コントローラ

EEPROM コントローラは、4 線式シリアル EEPROM にインターフェイスします。

PCI リセット時に、EEPROM コントローラは EEPROM をリードし、PCI バス・

インターフェイス・ユニットに、コンフィギュレーション・データを提供しま

す。通常動作時、EEPROM は、メモリ・マップド・レジスタ経由で DSP からア

クセスできます。
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❏ DSP スレーブ・ライト・ブロック

DSP スレーブ・ライト・ブロックには、マルチプレクサおよび FIFO が組み込ま

れており、外部 PCI マスターがライトしたデータを PCI バス・インターフェイ

ス・ユニットから DSP に転送します。

❏ DSP スレーブ・リード・ブロック

DSP スレーブ・リード・ブロックには、マルチプレクサと FIFO が組み込まれて

おり、DSP から PCI バス・インターフェイス・ユニットにデータを転送します。

外部 PCI マスターが、このデータのリクエスターです。

❏ DSP マスター・ブロック

DSP マスター・ブロックは、リード部分とライト部分に分割されています。こ

のデバイスはリード動作とライト動作を同時に実行できません。

■ DSP マスター・ブロックのライト部分には、DSP マスター・ライト用のデー
タ・マルチプレクサと FIFO が組み込まれています。PCI バス・インターフェ
イス・ユニットを経由して、DSP マスターから外部スレーブにデータを転
送します。

■ DSP マスター・ブロックのリード部分には、DSP マスター・リード用のデー
タ・マルチプレクサと FIFO が組み込まれています。PCI バス・インターフェ
イス・ユニットから DSP マスターにデータを転送します。

❏ PCI I/O インターフェイス

入出力（I/O）インターフェイスには、PCI I/O マップド・レジスタが組み込まれ

ています。これらのレジスタは、スレーブ・トランザクション用の DMA/EDMA

ページを制御し、ホストの状態を示し、DSP コアへの割り込みとリセットを行

うことができます。

❏ DSP レジスタ・インターフェイス

DSP レジスタ・インターフェイスには、マスター・インターフェイス、PCI ホ

スト割り込み、およびパワー・マネージメント機能の制御のための DSP メモリ・

マップド・レジスタが組み込まれています。
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図 3. PCI ポート・ブロック図
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メモリ・マップ

3 メモリ・マップ

PCI ポートは、次の 3 つのベースアドレス・レジスタを使用して、DSP メモリ・マッ

プに完全にアクセス可能です。

❏ ベース 0： 4 M バイトのプリフェッチ可能領域は、DSP ページ・レジスタ（DSPP）
を使用して DSP の全メモリ空間にマップされます。プリフェッチ・リードでは
すべてのバイトが有効です。

❏ ベース 1： 8 M バイトのプリフェッチ不可能領域は、DSP メモリ・マップド・レ
ジスタにマップされます。プリフェッチ不可能領域は、バイト・イネーブルを
サポートします。

❏ ベース 2： 16 バイトの I/O には、PCI ホスト用の I/O レジスタが組み込まれてい
ます。

これらの 3 つのレジスタは、PCI コンフィギュレーション・レジスタに含まれてい

ます。DSP メモリ（プリフェッチ可能領域）に対する PCI ホスト・アクセスは、PCI
メモリ空間の 4 M バイトのウィンドウにマップされます。PCI ポートには、DSP ペー

ジ・レジスタ（DSPP）という PCI I/O レジスタが組み込まれています。DSPP は、PCI
アドレスと DSP アドレスのアドレス・マッピングを指定します。このアドレス・マッ

ピングが使用されるのは、DSP が PCI ローカル・バス上でスレーブになる場合です。

DSPP（15.2.3 項を参照）は、4 M バイトのウィンドウを DSP メモリ・マップ内に設

定する際に使用します。PCI アドレスの ビット 21-0 は、DSPP のビット 9-0 と連結

されて、DSP にアクセスする PCI スレーブ用の DSP アドレスを形成します（図 4 を

参照）。

図 4. PCI ベース 0 スレーブ・アドレス生成（プリフェッチ可能）

DSP の PCI ベース 1 レジスタは、8 M バイトのプリフェッチ不可能な領域に設定さ

れています。このメモリは、DSP の固定ロケーション（01800000h-02000000h）に

マップされます。PCI アドレスのビット 22-0 は、メモリ・マップド・レジスタにベー

ス 1 アクセスするように固定オフセットと連結されます（図 5 を参照）。

図 5. PCI ベース 1 スレーブ・アドレス生成（プリフェッチ不可能）

ベース 2 アドレス・レジスタは、PCI ホストが、PCI I/O レジスタにアクセスするた

めの 16 バイトの I/O 領域に設定されます。15.2 節を参照してください。

31 22 21 0

DSPP レジスタ（ビット 9-0） 現在の PCI アドレス（ビット 21-0）

31 23 22 0

0000 00011 現在の PCI アドレス（ビット 22-0）
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バイト・アドレッシング

PCI バス・インターフェイスは、PCI ホストが DSP メモリにアクセスする際に 2 種
類のアクセス方法を提供します。4 M バイトのベース 0 領域は、プリフェッチ可能

なデータ用です。また、8 M バイトのベース 1 領域は、プリフェッチ不可能（レジ

スタ）アクセス用です。プリフェッチ不可能な領域への転送はすべてシングル・ワー

ド転送をし、その後接続解除します。

プリフェッチ可能な領域へのデータ・アクセスは、主にホスト・システムの設定

（PCI ブリッジ・レイテンシ・タイマ、バースト長カウント）によって限定される

バースト転送がなされる可能性があります。データを転送する前に、PCI ホストは、

最初に DSPP をライトして、4 M バイトのウィンドウを DSP メモリ・マップ内に配

置する必要があります。

DSP が発行する PCI マスター・トランザクションは、バーストを使用します。ただ

し、接続解除によって、外部スレーブは DSP マスターにシングル・ワード転送を実

行させることができます。

DSP の内部では、すべてのデータ転送は、DMA コントローラの補助チャネルにより

処理（C62x デバイス）されるか、または、EDMA 内部アドレス生成ハードウェアに

より処理（C64x デバイス）されます。

注 :

PCI トランザクションは、DMA/EDMA コントローラのポート境界を超えてはい

けません。ポート境界とは、外部メモリと内部メモリとの間のアドレス境界、外

部メモリとペリフェラル・アドレス空間との間のアドレス境界、内部メモリとペ

リフェラル・アドレス空間との間のアドレス境界のいずれかです。

4 バイト・アドレッシング

PCI インターフェイスは、バイト・アドレス指定可能です。PCI インターフェイス

は、8 ビット・バイト、16 ビット・ハーフワード、24 ビット・ワード、および 32
ビット・ワードでリードとライトが可能です。ワードは、4 バイト境界でアラインさ

れます。ワードは常に 2 つの LSB が 00 になっているバイト・アドレスから始まり

ます。ハーフワードは常に最後の LSB が 0 になっているバイト・アドレスから始ま

ります。

PCI スレーブ・トランザクションは、完全にバイト・アドレス指定可能です。PCI マ
スター・トランザクションは、ワードアラインされたアドレスから始めなければな

りません。

5 PCI アドレス・デコード

PCI ポートは、メモリと I/O サイクルに対応する PCI アドレスの “ 中速 ” アドレス・デ

コードをサポートします。PDEVSEL 信号は、PFRAME がサンプリング、アサート

されてから 2 PCI クロックの間、アサートされます。
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6 PCI メモリ・サービスに関する特別な考慮事項

6.1 プリフェッチ可能リード（C62x DSP のみ）

PCI が DSP メモリ空間からリードを実行する場合、4 ワードのバースト・プリフェッ

チを実行します。これにより、DMA 補助チャネルは明示的にリクエストしていない

上位ワード・アドレス 3 つ分からもリードします。これが発生するのは、PCI ポー

トが外部 PCI マスターからのリクエストでプリフェッチ可能リードを行う場合だけ

です。

これらのプリフェッチ可能リードは、次のような意図しない動作を生成することが

あります。

1） 意図しない CE 空間へのアクセス

■ EMIF CE0 空間の最上位の 3 ワードをリードする場合、プリフェッチは、CE1
への不適切なアクセスになりえます。これにより、ARDY がオープンのま
まになっているか、またはインアクティブになっている（ノット・レディ）
非同期メモリ空間に対して、不適切なアクセスが行われた場合はストール
が、または意図しないデバイスへのリードがおこりえます。

■ 上記の例は、CE2 にも該当します。結果的にプリフェッチは、CE3 への不
適切なアクセスになりえます。

設計上の関連ヒント： ARDY を使用していない場合、ストールしないように、

ARDY を常にレディ状態にしてください。常にソフトウェア設定の異常を検出

したい場合には、システム・ストールが検出できるように、常にノット・レディ

状態にしてください。

2） 意図しないポート・クロス、または予約ロケーションへの不正なアクセス

■ EMIF CE1 空間の最上位の 3 ワードをリードする場合、アクセスは、マップ
0 のときはプログラム・メモリ（PMEM）ブロック、マップ 1 のときは EMIF
コントロール・レジスタを格納している内部ペリフェラル・バス（PBus）領
域にまたがることがあります。これは、不正なポート・クロスです。

■ EMIF CE3 空間の最上位の 3 ワードをリードする場合、アクセスは予約アド
レス空間にまたがることがあります。これは不正なアクセスです。

■ PMEM ブロック 0 空間の最上位の 3 ワードをリードする場合、アクセスは
PMEM ブロック 1 にまたがることがあります。これは不正なアクセスです。

■ PMEM ブロック 1 空間の最上位の 3 ワードをリードする場合、アクセスは
予約アドレス空間にまたがることがあります。これは不正なアクセスです。

■ データ・メモリ（DMEM）ブロック 1 空間の最上位の 3 ワードをリードす
る場合、アクセスは予約アドレス空間にまたがることがあります。これは
不正なアクセスです。

■ PBus 空間のどこかをリードする場合、3 つの意図しないコントロール・レ
ジスタをプリフェッチする可能性があります。これにより、予約レジスタ・
アドレスをアクセスする場合、不正なアクセスをする可能性があります。レ
ジスタ・アクセスが、副作用（McBSP DRR のリード、RRDY のクリアなど）
を持つ場合、不注意により、これらの副作用を引き起こすことがあります。
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注： DMEM ブロック 0 と ブロック 1 との間をまたがる場合、制約はありません。

これは、両方のブロックが同一の DMA ポートを使用しているからです。

設計上の関連ヒント

■ 内部ペリフェラル・レジスタをリードする場合 

■ 外部マスターからリードする場合、固定モード・アドレッシングを使用
します。一般的に、複数のペリフェラル・レジスタにライトする場合
も、レジスタ同士のアドレスが離れていることがあるので、固定モード
を使用することはすぐれた方法です。

■ PCI では、常にペリフェラル・レジスタへのプリフェッチ不可能リード
を使用してください。

■ EMIF CEx、内部プログラム・ブロック、または DMEM ブロック 1 空間の
最上位の 3 ロケーションをリードする場合、固定モード・アドレッシング
を使用します。DMEM ブロック 0 空間の最上位の 3 ワードをアクセスする
場合、この手順に従う必要はありません。これは、DMEM ブロック 0 とブ
ロック 1 は、同一の DMA ポート内にあるからです。

6.2 PCI とプログラム・メモリ間の転送（C62x DSP のみ）

プログラム・メモリにアクセスする際、CPU は DMA（や補助 DMA）より優先され

ます。CPU は CPU クロックごとにプログラム・メモリにアクセスできるので、DMA
のプログラム・メモリへのアクセスをロックアウトすることがあります。

PCI ポートが補助チャネル経由でプログラム・メモリ転送をリクエストすると、他

の 4 つの DMA チャネルがすべて停止します。このように、DMA チャネルが別のメ

モリ（EMIF/ ペリフェラル / データ・メモリ）にアクセスしていても DMA チャネル

の動作は PCI ポート・リクエスト時に発生しません。CPU がより高い優先度をもっ

ている場合、CPU がプログラム・メモリから密にコーディングされたルーチンを実

行している限り、すべての DMA の動作はブロックされます。

PCI トランスファー・ホルト・レジスタ（HALT）は、PCI ポートがマスター / スレー

ブ補助チャネル・リクエストを実行しないようにします。HALT ビットがセットさ

れると、すべての補助転送は実行されません。現在の PCI マスター・トランザクショ

ンは、DMA サイクルを完了します。PCI トランザクションは、HALT ビットがディ

アサートされるまで開始されません。これにより DMA ロックアップが防止される

のは、PCI トランザクションが進行していて、DSP がコードのパックされたセクショ

ンを実行している場合です。PCI マスターが停止している場合、他の DMA チャネル

は自由にメモリにアクセスします。

HALT レジスタは、C64x デバイスには該当しません。これは、DMA ロックアップ

条件が適用されないからです。C64x EDMA は、プライオリティ・キューが実装され

ています。PCI 転送と同じプライオリティ・キューに配置された EDMA 転送だけが、

上記の条件で停止します。プライオリティ・キューの詳細は、『TMS320C6000 DSP
Enhanced DMA（EDMA）Controller Reference Guide』（SPRU234）を参照してください。
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6.3 PCI EDMA 利用の制御（C64x DSP のみ）

PCI ポートは、メモリ・リクエストに際して EDMA ハードウェアを使用します。こ

の共有リソースの使用については、PCI トランスファー・リクエスト・コントロー

ル・レジスタ（TRCTL）により管理されています。ユーザー設定可能ですが、レジ

スタ内の値を変更する場合、十分な注意が必要です。

TRCTL 内の PALLOC ビットまたは PRI ビットを安全に変更するには、TRSTALL
ビットを使用して適切にトランザクションが行われるようにする必要があります。

PALLOC ビットまたは PRI ビットを変更するには、次の手順に従わなければなりま

せん。

1） TRSTALL ビットを 1 にセットし、PCI が TR リクエストを現在の PRI レベルに
出さないようにします。同一ライト時に、新しい PALLOC ビットと PRI ビット
を指定してもかまいません。

2） 新旧両方の PRI レベルに対応する EDMA イベント・イネーブル（EER）をすべ

てクリアし、EDMA が両方の PRI レベルに TR リクエストを出さないようにし

ます。EDMA 経由で新しいイベントを手動で出さないでください。

3） 新旧いずれかの PRI レベルに新しい QDMA リクエストを出さないでください。

4） 新旧いずれかの PRI レベルへの L2 キャッシュ・ミスを停止してください。こ

れは、内部メモリ内のプログラム実行、またはデータ・アクセスにさせること

により実現できます。他にも、さらにキャッシュ・ミスをしないように密な

ループを CPU に実行させるといった方法があります。

5） 両方のキューが空になるまで、EDMA のプライオリティ・キュー・ステータ

ス・レジスタ（PQSR）内の適切な PQ ビットをポーリングします

（『TMS320C6000 DSP Enhanced DMA（EDMA）Controller Reference Guide』
（SPRU234）を参照）。

6） TRSTALL ビットをゼロクリアにし、PCI に通常の動作を続けさせます。

リクエスターが古い PCI PRI レベルで停止すると、メモリの順位が保持されます。こ

の場合、PCI がストール状態から解放される前に、古い PRI レベルに対応する保留

されているリクエストはすべて完了しなければなりません。

リクエスターが新しい PRI レベルで停止して、すべてのリクエスターへの割り当て

の合計がキューの長さを決して超えないようにします。一定のレベルでリクエス

ターを停止させることで、各リクエスターへのキューの割り当てカウンタを自由に

変更することができます。
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7 スレーブ転送

7.1 DSP スレーブ・ライト

DSP スレーブ・ライト・ブロック（図 3（19 ページ）を参照）のスレーブ・ライト

FIFO を使用することで、効率的に PCI ホストの DSP スレーブへのライトを処理で

きます。DSP スレーブ・ライトのアドレスは、DSPP 内の固定オフセットと連結され

た PCI アドレスから生成されます（第 3 章を参照）。スレーブ PCI ポートにより、挿

入される ウェイト・ステートはありません。DSP スレーブ・ライトは、ゼロ・ウェ

イト・ステートで、シングル・アクセスとバースト・アクセスの両方に対して、す

べてのデータ・フェーズを実行します。PCI インターフェイスは、無制限の長さの

メモリ・バースト転送をサポートします。

DSP へのスレーブ・ライト・アクセスが接続解除されるのは、FIFO がフルの場合、

または FIFO が前回の PCI スレーブ・ライト・フレームにより空になっていない場合

だけです。スレーブ・リードおよびマスター・リード / ライト・トランザクション

は、スレーブ・ライト PCI トランザクションには影響しません。

内部的に、補助 DMA または EDMA 内部アドレス生成ハードウェアが、スレーブ・

ライト FIFO を処理するのは、次の場合です。

❏ FIFO に、少なくとも 4 ワードのデータがある

❏ PCI トランザクションが終了している（PFRAME がディアサートされる）

DSP スレーブ・ライト・アドレスは、内部で自動インクリメントされます。DSP メ
モリ・ライトは、FIFO に有効なデータがなくなるまで、引き続き行われます。これ

は、シングルおよびバースト PCI トランザクションの両方に適用されます。シング

ル・アクセス・トランザクションの場合、内部転送リクエストは PCI トランザクショ

ン終了後に行われます。

7.2 DSP スレーブ・リード

スレーブ・ライトと同様に、DSP スレーブ・リード・ブロック（図 3（19 ページ）

を参照）内のスレーブ・リード FIFO を使用することで、DSP スレーブからの PCI ホ
ストのリードを効率的に処理できます。PCI スレーブ・リード・インターフェイス

は、無制限の長さのメモリ・バースト転送をサポートします。

PCI ポートは、キャッシュ・ライン・サイズと PCI コマンドを使用して、スレーブ・

リードに際して転送されるバイト数を識別します。PCI アクセスの種類は、アドレ

ス・フェーズ時の PCI コマンド / バイト・イネーブル信号（PCBEx）によって示さ

れます。サポートされているスレーブ・リード・コマンドは、次のとおりです。

❏ メモリ・リード

❏ メモリ・リード・マルチプル

❏ メモリ・リード・ライン

上記の PCI スレーブ・リードはすべてプリフェッチ可能領域、プリフェッチ不可能

領域で使用できます。
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7.2.1 プリフェッチ不可能スレーブ・リード（BAR 1）

プリフェッチ不可能スレーブ・リードの場合、PCI ポートは、1 つのワードが FIFO
にライトされるまでウェイト・サイクルを挿入します。その後、そのワードは PCI
バス上に転送され、サイクルは終了します。このとき、コマンドがメモリ・リード、

メモリ・リード・マルチプル、メモリ・リード・ラインのいずれであるかは関係あ

りません。

7.2.2 プリフェッチ可能スレーブ・リード（BAR 0）

プリフェッチ可能スレーブ・リードの場合、PCI ポートはリクエストされたワード

が準備できるまでウェイト・サイクルを挿入します。PCI ポートは、16 クロック・

ルールに従い、データが 16 PCI クロック内に準備できていないと、メモリ・リード

はリトライで接続解除されます。メモリ・リード・コマンドは常に 1 ワードのデー

タを生成します。メモリ・リード・ラインとメモリ・リード・マルチプルは、バー

スト・アクセスに使用されます。

7.2.3 プリフェッチ可能スレーブ・リード・マルチプルとプリフェッチ可能スレー
ブ・リード・ライン（BAR 0）

これらのリクエストは、最初は PCI バス上で、リトライで接続解除されて、終了し

ます。続いて、補助 DMA または EDMA 内部アドレス生成ハードウェアが、PCI ポー

トに対しリード・データを FIFO に転送します。PCI スレーブ転送が発生するのは、

オリジナルのマスターが再度初期転送を行う場合です。関係のないスレーブリクエ

ストはディスコネクトで終了します。

メモリ・リード・ライン・コマンドの場合、スレーブ・リード FIFO に転送されるバ

イト数は、キャッシュライン・サイズ・レジスタによって決まります。メモリ・リー

ド・マルチプル・コマンドの場合、DSP スレーブ・リードは、PCI マスターがトラ

ンザクションを終了する（PFRAME がディアサートされる）まで連続的に FIFO を
データでフルにします。この時点で、最後の PCI の有効なデータ・サンプルが転送

されて、FIFO はフラッシュされます。

補助 DMA または EDMA 内部アドレス生成ハードウェアは、スレーブ・リード FIFO
がフルになるまでバーストします。DSP スレーブ・アドレスは、内部で自動インク

リメントされます。

メモリ・リード・ライン・コマンドおよびメモリ・リード・マルチプル・コマンド

は、リクエスターがコマンドをリトライし、FIFO にデータがある場合、PCI ポート

はゼロ・ウェイト・ステートでデータを転送します。PCI トランザクションがマス

ターにより早めに接続解除された場合、FIFO リクエストを終了します。
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7.3 PCI ターゲット・イニシエーテッド・ターミネーション

DSP がターゲット・ターミネーションを実行するのは、次の条件の場合です。

❏ ディスコネクト。マスターがサポートされていないアドレッシング・モードを
使用してバースト・メモリ・アクセスを発行する場合。

❏ リトライ。マスターがコンフィギュレーション空間（15.1 節を参照）にバース
ト・アクセスを行う場合。

❏ リトライ。マスターが I/O 空間（15.2 節を参照）にバースト・アクセスを行う場合。

❏ スレーブ・メモリまたは I/O ライトに対するディスコネクト。トランザクション
が内部スレーブ・リード FIFO 内で待機している場合。

❏ スレーブ・メモリ・リードに対するディスコネクト。PCI アドレスの値が内部
リード・プリフェッチ・バッファ内のアドレスと一致しない場合。

❏ プリフェッチが開始されたら、オリジナルのポストされたトランザクションが
PCI バス・マスターにより繰り返され、プリフェッチされたデータが転送される
まで、すべての他のメモリと I/O リードはリトライで返されます。

PCI インターフェイスは、シングル・アクセスとバースト・アクセスのデータ転送

について 16 クロック・ルールと 8 クロック・ルールのすべてを満たします。

8 マスター転送

マスター転送は、DSP 制御のもとで開始されます。次の PCI メモリ・マップド・ペ

リフェラル・レジスタを使用して、DSP マスター転送を設定します。

❏ DSP マスター・アドレス・レジスタ（DSPMA）

❏ PCI マスター・アドレス・レジスタ（PCIMA）

❏ PCI マスター・コントロール・レジスタ（PCIMC）

次の PCI メモリ・マップド・ペリフェラル・レジスタは、現在のマスター転送の状

態を示します。

❏ カレント DSP アドレス・レジスタ（CDSPA）

❏ カレント PCI アドレス・レジスタ（CPCIA）

❏ カレント・バイト・カウント・レジスタ（CCNT）

C62x デバイスの場合、PCI トランスファー・ホルト・レジスタ（HALT）を使用し

て、DSP は補助 DMA チャネルへの内部転送リクエストを終了させることができま

す。
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8.1 DSP マスター・ライト

DSP マスター・ブロック（図 3（19 ページ ページ）を参照）内のマスター・ライト

FIFO を使用することで、外部スレーブへの DSP マスター・ライトを効率的に処理で

きます。マスター・ライト・インターフェイスは、最大 64 K － 1 バイトまでのバー

スト長をサポートします。

マスター・ライトは、DSP 制御のもとで、DSP マスター・アドレス・レジスタ

（DSPMA）、PCI マスター・アドレス・レジスタ（PCIMA）、および PCI マスター・

コントロール・レジスタ（PCIMC）を経由して開始されます。

DSP マスター・ライトでは、DSPMA 内の ADDRMA ビットにはワードアラインされ

たソース（DSP）アドレスが含まれています。C6205 DSP の場合のみ、DSPMA 内の

AINC ビットがクリアされると、ソース・アドレスは、内部データの転送ごとに 4 バ
イト自動インクリメントされます。C64x 上では、すべての転送は自動インクリメン

トです。C6205、C64x ともに、DSPMA は 16 MB 境界を越えて自動インクリメント

することはありません。つまり、16 MB ブロック内で循環します。PCIMA には、ワー

ド・アラインされたデスティネーション（PCI）アドレスがあります。内部レジスタ

は、PCI マスター・アドレスを保持します。

マスター・ライトは、PCIMC 内の START ビットをイネーブルにすることにより開

始されます。補助 DMA または EDMA は、（DSPMA が指す）ソース・アドレスから

マスター・ライト FIFO にデータを転送します。FIFO を一杯にするか、ワード数が

FIFO の長さと比較して少ない場合、必要なワード数だけを転送します。次の内部

データ転送が行われるのは、FIFO に 4 ワード以上のデータを収容する余裕がある場

合です。内部データ転送は、FIFO がフルになるまで、または転送が完了するまで引

き続き行われます。

FIFO に有効なデータがあると、PCI バス・リクエストが行われ、データが FIFO か
ら PCI に転送されます。DSP マスター・ライトは、ゼロ・ウェイト・ステートで、

シングル・アクセスとバースト・アクセスの両方に対して、すべてのデータ・フェー

ズを実行します。PCI コマンド / バイト・イネーブル信号（PCBEx）は、PCI イン

ターフェイス上のマスター・ライト・バイトを示します。

すべてのマスター・ライト・データが DSP ソースからマスター・ライト FIFO に転

送されると、内部データ転送は停止します。C62x デバイスの場合、内部データ転送

と現在の PCI バス・サイクルは、HALT レジスタ内の HALT ビットをアサートする

ことで停止できます。PCI バス・インターフェイスは、PCI インターフェイスがディ

スコネクト、リトライ、ターゲット・アボートされたかを監視しています。PCI ポー

トは、PCI 規格リビジョン 2.2 に準拠しており、リトライ時に正確に同一サイクルで

リトライを行います。

サイクルがマスター・アボートまたはターゲット・アボートにより終了する場合、現

在の転送は PCI バスの内部でも外部でも終了します。マスター・ライト FIFO がフ

ラッシュされて、PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）内のマスター・ア

ボート（PCIMASTER）ビットまたは ターゲット・アボート（PCITARGET）ビット

のいずれかがセットされます。PCI インタラプト・イネーブル内の対応するビット

がセットされている場合には、これらのエラー条件により、CPU 割り込みが生成さ

れます。
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PCI レイテンシ・タイマ（PCI コンフィギュレーション・レジスタ空間で指定され

る）がタイム・アウトする場合、PCI マスターはバスを放棄します。マスターはそ

の後バス・リクエストを行い、必要な転送を完了します。

転送の進行は、PCI マスター・コントロール・レジスタ（PCIMC）をリードするこ

とでポーリングできます。START ビットが 000b になるのは、DSP と PCI 側の両方

で転送が完了する場合です。PCIIEN 内の MASTEROK ビットをセットすることで、

フレーム転送の完了時に割り込みを生成するるようにプログラムすることもできま

す。

8.2 DSP マスター・リード

DSP マスター・ブロック（図 3（19 ページを参照））内のマスター・リード FIFO を
使用することで、外部スレーブからの DSP マスター・リードを効率的に処理できま

す。マスター・リード・インターフェイスは、最大 64 K － 1 バイトまでのバースト

長をサポートします。

マスター・リードは、DSP 制御のもとで、DSP マスター・アドレス・レジスタ

（DSPMA）、PCI マスター・アドレス・レジスタ（PCIMA）、および PCI マスター・

コントロール・レジスタ（PCIMC）を経由して開始されます。

DSP マスター・リードでは、PCIMA には外部 PCI スレーブ・ソース・アドレスが含

まれています。DSPMA 内の ADDRMA ビットには、ワードアラインされたデスティ

ネーション（DSP）アドレスが含まれます。C6205 DSP の場合のみ、DSPMA 内の

AINC ビットがクリアされると、デスティネーション・アドレスは、内部データの転

送ごとに 4 バイト自動インクリメントされます。C64x 上では、すべての転送は自動

インクリメントです。C6205、C64x ともに、DSPMA は 16 MB 境界を越えて自動イ

ンクリメントすることはありません。つまり、16 MB ブロック内で循環します。

マスター・メモリ・リードは、PCIMC 内の START ビットをイネーブルにすること

により開始されます。PCI ポートは、PCI バス・リクエストを行います。PCI バス・

リクエストが認められると、PCI バス・サイクルが開始されます。開始されるサイ

クルのタイプは、転送されるバイト数とキャッシュ・ライン・サイズによって異な

ります。サポートされているマスター・リード・コマンドは、次のとおりです。

❏ メモリ・リード

❏ メモリ・リード・マルチプル

❏ メモリ・リード・ライン

PCIMC 内の START ビットに応じて、2 つのタイプのメモリ・リードを開始できま

す。プリフェッチ可能メモリ・リード（START = 010b）は、1 ワードより大きい転

送を行う場合、メモリ・リード・マルチプルとメモリ・リード・ラインを使用しま

す。1 ワード転送する場合、メモリ・リード・コマンドを使用します。

プリフェッチ不可能メモリ・リード（START = 011b）は常にメモリ・リード・コマ

ンドを使用します。N ワードの転送サイズは、PCI バス上で、N 個の 1 ワード・リー

ド・サイクルに分割されます。できるだけ、プリフェッチ可能メモリからリードす

るようにしてください。
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ウェイト・ステートは、PCI マスター・リード・アクセスの初期データ・フェーズ

とそれ以降のデータ・フェーズでは挿入されません。リード・データはマスター・

リード FIFO にライトされます。内部の補助 DMA または EDMA へのデータ転送リ

クエストが発生するのは、少なくとも FIFO に 4 ワードのデータがある場合、または

PCI トランザクションが終了した場合です。補助 DMA チャネルまたは EDMA は、

マスター・リード FIFO から DSP デスティネーション・アドレス（DSPMA 内の

ADDRMA ビット）にデータを転送します。すべてのマスター・リード・トランザク

ションは、ワードアラインされます。

補助 DMA または EDMA 転送は、FIFO に有効なデータがなくなるまで、引き続き行

われます。これは、シングル・アクセスおよびバースト PCI トランザクションの両

方に適用されます。シングル・アクセス・トランザクションの場合、内部データ転

送は、PCI トランザクションが終了後（PFRAME がディアサートされる）に行われ

ます。

すべてのマスター・リード・データがマスター・リード FIFO から DSP デスティネー

ションに転送されると、内部データ転送は停止します。C62x デバイスの場合、内部

データ転送と現在の PCI バス・サイクルは、HALT レジスタ内の HALT ビットをア

サートすることで停止できます。PCI バス・インターフェイスは、PCI インターフェ

イスがディスコネクト、リトライ、ターゲット・アボートされたかを監視していま

す。PCI ポートは PCI 規格リビジョン 2.2 に準拠しており、リトライ時に正確に同一

サイクルでリトライを行います。

サイクルがマスター・アボートまたはターゲット・アボートにより終了する場合、現

在の転送は PCI バスの内部でも外部でも終了します。マスター・リード FIFO がフ

ラッシュされて、PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）内のマスター・ア

ボート（PCIMASTER）ビットまたは ターゲット・アボート（PCITARGET）ビット

のいずれかがセットされます。PCI インタラプト・イネーブル・レジスタ（PCIIEN）

内の対応するビットがセットされている場合には、これらのエラー条件により、CPU
割り込みが生成されます。

PCI レイテンシ・タイマ（PCI コンフィギュレーション・レジスタ空間で指定され

る）がタイム・アウトする場合、PCI マスターはバスを放棄します。マスターはそ

の後バス・リクエストを行い、必要な転送を完了します。

転送の進行は、PCI マスター・コントロール・レジスタ（PCIMC）をリードするこ

とでポーリングできます。スタート・ビットが 000b になるのは、PCI 側で転送が完

了する場合です。PCIIEN 内の MASTEROK ビットをセットすることで、フレーム転

送が完了時に割り込みを生成するようにプログラムすることもできます。
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8.2.1 マスター・リード完了

スタート・ビットが 000b に戻るか、または MASTEROK 割り込みが生成される場合、

現在のトランザクションは PCI からは完了しているように見えます。ただし、リー

ドの場合、これは実際のメモリへのサービスに際して、データが DMA か EDMA に
渡されたということを意味します。PCI データと割り込みやレジスタ・リードの経

路は異なるため、CPU は、データが到着する前に通知を受け取ることがあります。

つまり、マスター・リードを行う場合、CPU が確実に正しいデータをメモリからリー

ドするように注意する必要があります。

これは EDMA システムでは長いレイテンシのために、よくあり得る問題です。正し

いデータを扱う単純で確実な方法は、小さいダミーの QDMA アクセスを PCI と同じ

プライオリティ・キュー上で実行することです。この QDMA が完了した時には、PCI
データは既に到着しているからです。

8.3 システム・ホストとしての DSP
PCI ポートは、PCI コンフィギュレーション・レジスタのマスター・ビットの設定に

関係なく、マスター・コンフィギュレーション・サイクルを行うことができます。ま

た、内部スレーブとマスターは同時に動作できるので、DSP は PCI バス上で自身の

コンフィギュレーション・レジスタのリードとライトを行うことができます。これ

らの機能を使用することで、PCI ポートは自分自身と PCI バスの他のデバイスのコ

ンフィギュレーションを行い、システム・ホストとして動作できるようになります。

これには、次のような制限事項があります。

❏ IDSEL は、DSP によって制御される必要があります。

❏ PCI バス・セグメントが 1 つのみ。DSP はタイプ 1 コンフィギュレーション・サ
イクルを生成できないためです。

❏ バスを調停する外部ロジックが必要です。

8.3.1  IDSEL の生成

バスを適切に設定するには、DSP は適切なタイミングで各デバイスの IDSEL ライン

をアサートできる必要があります。PCI インターフェイスはこの機能を直接提供し

ておらず、そのため、間接的な方法で行う必要があります。次の項では、IDSEL を
生成する 2 つの異なる手順について説明します。

8.3.1.1 抵抗カップリング IDSEL

抵抗カップリング IDSEL は、IDSEL を生成する一般的で単純な方法です。ただし、

この方法を使用しても、PCI 規格を順守するように注意が必要です。カップリング

された IDSEL を使用する場合、ホストは、IDSEL が、ターゲット・デバイスに伝播

するのに十分な時間アドレス・フェーズを行う必要があります。PCI インターフェ

イスはアドレス・ステッピングを行いません。DSP がホストになっている多くのシ

ステムでは、そのコンパクトな性質として、アドレス・ステッピングなしでの機能

的なカップリングを許す必要があります。しかし、IDSEL 信号が PCI のタイミング

仕様を満たす時間内に抵抗カップリングを通して確実に伝播するようにする必要は

あります。
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IDSEL を生成する際に抵抗カップリングを使用する場合、コンフィギュレーション・

ワードをリードまたはライトする手順は、次のとおりです。

1） PCIMA をセットする

a） PCIMA[31-16] = 適切なデバイスの IDSEL を選択するために 1 ビットだけ

セット（重要： 一度にセットされるのは、1 ビットだけ）

b） PCIMA[11-8] = アドレス指定されるデバイスの機能

c） PCIMA[7-0] = 32 ビットのコンフィギュレーション・ワード・アドレス（タ
イプ 0 コンフィギュレーション・アクセスの詳細は、PCI 規格を参照）

2） ローカル・バッファを指すように DSPMA をセットする（バッファには、ライ

ト用のソース・データ、リード用のデータ領域が含まれている）

3） 4 バイトの PCIMC をセットする（必要な機能）

4） START==0 になるまで、ポーリングするか、または MASTEROK 割り込みが入

るまで、待機する

8.3.1.2 GPIO による IDSEL の生成

IDSEL を生成する完全に準拠した別の方法は、複数の IDSEL ラインを GPIO ピンに

接続して、それらを直接制御することです。次の手順は、上記の手順と多少違いが

あります。

1） GPIO にアクセスして、1 つの IDSEL だけをイネーブルにする（重要 : 一度に 1 
つの IDSEL だけがイネーブルされる）。競合状態を回避するために、GPIO ピン
にライトした新しい値をリードし直して確認するようにしてください。

2） PCIMA をセットする

a） PCIMA[11-8] = アドレス指定されるデバイスの機能

b） PCIMA[7-0] = 32 ビットのコンフィギュレーション・ワード・アドレス（タ
イプ 0 コンフィギュレーション・アクセスの詳細は、PCI 規格を参照）

3） ローカル・バッファを指すように DSPMA をセットする（バッファには、ライ

ト用のソース・データ、リード用のデータ領域が含まれている）

4） 4 バイトの PCIMC をセットする（必要な機能）

5） START==0 になるまで、ポーリングするか、または MASTEROK 割り込みが入

るまで、待機する

6） GPIO にアクセスして、IDSEL をオフにする



SPRUE53 PCI（Peripheral Component Interconnect） 33

リセット

9 リセット

9.1 DSP の PCI リセット

PCI ホストは、host-to-DSP コントロール・レジスタ（HDCR）経由で、DSP をリセッ

トできます。HDCR 内の WARMRESET ビットを 1 にセットすると、DSP リセットが

行われ、内部 CPU とペリフェラル・ロジックのすべてがリセットされます。

WARMRESET は、PD2 と PD3 パワー・ダウン・モードから DSP を起動できます。

WARMRESET は、ブート・コンフィギュレーション・ピンを再度ラッチしません。

9.2 FIFO リセット

PCI FIFO と制御ロジックが、リセット状態になるのは、DSP がリセットされるか、

または PCI ピン PRST がアサートされる場合です。

9.3 PCI コンフィギュレーション・レジスタのリセット

EEPROM から読み込まれた PCI コンフィギュレーション・レジスタは、PCI バス・

リセット（PRST）で初期化されます。DSP コア・リセットもパワーオン・リセット

も、レジスタには影響を与えません。

9.4 DSP リセット時の PCI の動作

デバイス・リセットがアサートされると、デバイスがリセットから回復するまで、

PCI ポートは入ってきたすべてのトランザクションを接続解除します。PCI ポート

は、デバイスがリセット状態にある間、いかなるマスター・トランザクションも行

いません。



34 PCI（Peripheral Component Interconnect） SPRUE53

割り込みとステータス・レポート

10 割り込みとステータス・レポート

PCI ポートは、次の CPU 割り込みを生成できます。

❏ PCI_WAKEUP（C62x デバイス）: これは、PCI パワー・ウェイクアップ・イベ
ント専用です。

❏ ADMA_HLT（C62x デバイス）: この割り込みが生成されるのは、補助 DMA が
停止する（DMAHALTED）場合です。

❏ DSPINT: この割り込みがアサートされて、PCI インタラプト・イネーブル・レジ
スタ（PCIIEN）でイネーブルされるのは、PWRMGMT、PCITRAGET、PCIMASTER、
HOSTSW、PWRLH、PWRHL、MASTEROK、CFGDONE、CFGERR、EERDY、ま
たは PRST のいずれかのイベントが発生する場合です。

PCI マスター / スレーブ・インターフェイスのステータスとエラーが、PCI インタラ

プト・ソース・レジスタ（PCIIS）に示されます。PCI インタラプト・イネーブル・

レジスタ（PCIIEN）でイネーブルされている場合、すべてのステータスとエラー条

件から CPU 割り込みを生成できます。割り込みがイネーブルされていない場合で

も、PCIIS 内のステータス・ビットはセットされます。イネーブルされている割り込

みが発生すると、DSP に DSPINT 割り込みが送信されます。対応する PCIIS ビット

に 1 をライトすると、割り込みがクリアされます。割り込みビットが他にまだセッ

トされていると、新しく割り込みが発生します。そのため、PCI 割り込みに基づい

て、割り込みサービス・ルーチン内では次の作業を行う必要があります。

❏ PCIIS レジスタをリードする

❏ 適切な PCIIS ビットに 1 をライトして、それらをクリアする

PCI ポートは、CPU と PCI ホスト（PINTA ピン経由で）の両方に対して割り込みを

生成できます。次の項では、これらの 2 つのタイプの割り込みについて説明します。

10.1 DSP へのホスト割り込み

PCI ホストは、PCI I/O host-to-DSP コントロール・レジスタ（HDCR）内の DSPINT
ビットにライトすることで、DSP への割り込みを生成できます。このビットをライ

トすることで HOSTSW 割り込みが行われるのは、PCI インタラプト・イネーブル・

レジスタ（PCIIEN）内でその割り込みがイネーブルに設定されている場合です。

10.2 ホストへの DSP 割り込み

DSP は、PINTA ピン経由で、PCI ホストへの割り込みを生成できます。ホストへの

割り込みは、DSP ソフトウェア制御のもとでのみ生成されます。

DSP リセット・ソース / ステータス・レジスタ（RSTSRC）内の INTREQ ビットに 1
をライトすることで、割り込みが生成されます。これにより、PINTA ピンがローカ

ル PCI バス上でアサートされるようになるのは、ホスト・ステータス・レジスタ

（HSR）内の INTAM ビットが 0（ゼロ）の場合です。PINTA ピンは、RSTSRC 内の

INTRST ビットに 1 をライトすることでネゲートされます。割り込みは、他の割り込

みが INTREQ 経由でリクエストされる前に INTRST に 1 をライトすることによりク

リアしておく必要があります。
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11 PCI ポートのブート・コンフィギュレーション

他のデバイス・コンフィギュレーションと同様に、デバイス・リセット時にブート・

コンフィギュレーション・ピンの値で決定される PCI ポート・コンフィギュレーショ

ンは次のとおりです。

❏ EECTL 内の EEPROM 自動初期化（EEAI）ビット： PCI がデフォルト値を使用す
るか、または EEPROM から設定値をリードするかを決定します。

❏ EECTL 内の EEPROM サイズ選択（EESZ）ビット（C62x のみ）: EEPROM のサ
イズを決定します。

デバイスと PCI ブート・コンフィギュレーションの詳細は、各デバイスのデータシー

トを参照してください。EEPROM インターフェイスは、第 12 章で説明します。

PCI ポートは、PCI バスからのブートをサポートします。デバイスがリセットから起

動されるまでの期間、CPU はストールします。その期間、PCI ホストは PCI 経由で

必要に応じて DSP メモリを初期化できます。PCI ホストが必要な初期化を終了する

と、host-to-DSP コントロール・レジスタ（HDCR）内の DSPINT ビットに 1 をライ

トし、DSP コアをストール状態から解放します。その後、DSP は、アドレス 0h から

実行を開始します。

PCI ブートのイベント・シーケンスは、次のとおりです。

1） PCI BOOTMODE は、リセット時にコンフィギュレーション・ピンへの入力で
選択されます。詳細は、各デバイスのデータシートを参照してください。

2） PCI インターフェイスは、（選択されている場合）EEPROM 経由で PCI コン

フィギュレーション・レジスタを自動初期化します。

3） PCI ホストは、メモリと I/O をイネーブルにします。

4） PCI マスターは、DSP ページ・レジスタ（DSPP）をライトします。

5） PCI マスターは、データをアドレス 0h からはじまる DSP メモリ・マップド空

間に転送します。

6） PCI マスターはデータ・メモリ、ペリフェラル・レジスタ、EMIF にアクセス

することもできます。

7） PCI マスターは HDCR 内の DSPINT ビットに 1 をライトして、リセットから 
DSP を解放します。

8） DSP は 0h にメモリ・マップされているプログラムからコード実行を開始しま

す。
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12 EEPROM インターフェイス

DSP は、4 線式シリアル EEPROM インターフェイスをサポートします。

Inter-Integrated Circuit（I2C）および SPI インターフェイスはサポートされていませ

ん。EEPROM インターフェイスのピン構成を表 2 に示します。

表 2. EEPROM シリアル・インターフェイス・ピン

† XSP_DI ピンは、プルダウンしておく必要があります。

シリアル EEPROM クロックは、DSP ペリフェラル・クロックから生成されます。通

常、XSP_CLK ピンをドライブするために、2048 分周されます。XSP_CLK ピンがア

クティブなのは、消費電力を最小限にするために EEPROM アクセスを行っていると

きのみです。

C62x デバイスの場合、パワーオン・リセット時のブート・コンフィギュレーショ

ン・ピンの状態 EESZ は、シリアル EEPROM の存在する場合はシリアル EEPROM
のサイズを判別します。C62x デバイスがサポートしている EEPROM のサイズを表

3 にまとめます。C64x デバイスは、4 K ビットの EEPROM のみをサポートし、EESZ
は存在しません。

EEPROM インターフェイスは、16 ビット・デバイスとしてのみ、EEPROM にアク

セスします。EEPROM の ORG ピンは、VCC に接続する必要があります。

表 3. TMS320C62x DSP でサポートする EEPROM のサイズ

ピン 入出力 説明

XSP_CLK O シリアル EEPROM クロック

XSP_CS O シリアル EEPROM チップ・セレクト

XSP_DI† I シリアル EEPROM データ入力

XSP_DO O シリアル EEPROM データ出力

EESZ ビット C62x DSP でサポートする EEPROM のサイズ（ビット）

000 EEPROM は存在しない

001 1K

010 2K

011 4K

100 16K

100-111 予約
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12.1 EEPROM からの PCI の自動初期化

DSP は、PCI コンフィギュレーション・レジスタの一部を外部シリアル EEPROM か
らロードすることができます。PCI ポートは、DSP を介さずに自動初期化プロセス

を行います。

デバイス・リセット時のブート・コンフィギュレーション・ピン EEAI および EESZ
（C62x デバイスのみ）の状態により、自動初期化機能がイネーブルかどうかが判別

されます。EEAI ピンによるリセット時の自動初期化機能の選択を表 4 に示します。

表 4. EEPROM 自動初期化（EEAI）

自動初期化機能がイネーブルされるのは、次の場合です。

1） コンフィギュレーション・ピン EEAI = 1（自動初期化機能がイネーブルされて
いる）。

2） コンフィギュレーション・ピン EESZ ≠ 00b（EEPROM が存在することを示す）。

3） PCI 動作が選択される。

これらの条件のいずれかが該当しない場合、PCI コンフィギュレーション・レジス

タにはデフォルト値が使用され、EEPROM はアクセスされません。これらの条件の

すべてに該当する場合、EEPROM の内容が、PCI インターフェイスにより PCI コン

フィギュレーション・レジスタの一部にロードされます（15.1 節を参照）。シリアル

EEPROM のサイズは、シリアル・プロトコルを決定するために必要です。

EEAI ビット 自動初期化

0 デフォルト値を使用する

1 EEPROM から値をリードする
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12.2 EEPROM メモリ・マップ

シリアル EEPROM にストアされるデータは、特定のフォーマットである必要があり

ます。EEPROM の先頭 28 バイトは、PCI コンフィギュレーション・レジスタの自動

初期化のために予約されています。残りのロケーションは、自動初期化には使用さ

れず、他のデータ用に使用できます。EEPROM は常に 16 ビット・デバイスとしてア

クセスされます。EEPROM の先頭 28 バイトのメモリ・マップについて表 5 にまとめ

ています。詳細は、15.1 節を参照してください。

表 5. EEPROM メモリ・マップ

アドレス 内容（MSB … LSB）

0h ベンダー ID

1h デバイス ID

2h クラス・コード [7-0]/ リビジョン ID

3h クラス・コード [23-8]

4h サブシステム・ベンダー ID

5h サブシステム ID

6h Max_Latency/Min_Grant

7h PC_D1/PC_D0（消費電力 D1、D0）

8h PC_D3/PC_D2（消費電力 D3、D2）

9h PD_D1/PD_D0（損失電力 D1、D0）

Ah PD_D3/PD_D2（損失電力 D3、D2）

Bh Data_scale（PD_D3….PC_D0）

Ch 0000 0000 PMC[14-9]、PMC[5]、PMC[3]

Dh チェックサム



SPRUE53 PCI（Peripheral Component Interconnect） 39

EEPROM インターフェイス

12.3 EEPROM チェックサム

EEPROM に格納されているコンフィギュレーション・データは、チェックサムで検

査されます。チェックサムは、初期値 AAAAh で始まる EEPROM に格納されている

コンフィギュレーション・データ・ワードの 16 ビット累積排他的論理和（XOR）で

す。EEPROM をプログラムする場合、アドレス 0Dh に適切な 16 ビットのチェック

サム値をライトする必要があります。

チェックサム = AAAAh XOR データ（00h）XOR データ（01h）….. XOR データ（0Dh）

チェックサムが合わない場合、PCIIS 内および HSR 内の CFGERR ビットがセットさ

れ、必要に応じて、DSP への割り込みが生成されます。DSP が割り込みを受け付け

るかどうかは、その時点のコアの状態によって異なります。PCI がデバイスをブー

トしている場合、コアはリセット状態になり、割り込みを受け付けません。

HSR 内の EEREAD ビットがセットされるのは、パワーオン・リセット時に EEPROM
自動初期化が使用される場合です。

シリアル EEPROM が PCI コンフィギュレーションの目的でアクセスされないと（す

なわち、リセット時に EEAI = 0、EESZ = 000b）、チェックサムは行われません。

チェックサムが合わないと、デフォルトのデータで PCI コンフィギュレーション・

レジスタが初期化されることになります。これらのデフォルト値については、各 PCI
コンフィギュレーション・レジスタを参照してください（ 15.1 節を参照）。

PCI コンフィギュレーション・レジスタの初期化（自動またはデフォルト）が正常

に終了すると、RSTSRC 内の CFGDONE ビットが更新されて、DSP が接続解除の リ
トライでサイクルを終了するのではなく、リードに応答できるようになります。

12.4 DSP EEPROM インターフェイス

EEPROM は、EEPROM アドレス・レジスタ（EEADD）、EEPROM データ・レジスタ

（EEDAT）、EEPROM コントロール・レジスタ（EECTL）という 3 つの メモリ・マッ

プド・レジスタを通して DSP からも使うことができます。DSP EEPROM インター

フェイスは、リセット後すぐに使用可能です。RSTSRC 内の CFGDONE ビットは、

EEPROM が PCI 自動初期化のためにリードされたことを示します。

シリアル EEPROM デバイスの動作は、7 つの命令によって制御されます。命令オペ

コードは、2 ビットで構成されます。有効なオペコードを 表 6 に示します。
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表 6. EEPROM コマンドの概要

EEPROM プロトコルは次のようになります。

1） RSTSRC 内の CFGDONE ビットがセットされるまで待ちます。EECTL 内の 
READY ビットおよび PCIIS 内の EERDY ビットも同様にセットされます。

2） EEPROM アドレスを EEADD にライトします（アドレス・レジスタです、

EESZ は、有効なビットを決定します）。

3） EEPROM リードの場合、このステップは不要です。EEPROM ライト（WRITE/
WRAL 命令）の場合、データを EEDAT にライトします。このデータはすぐに

内部レジスタに転送されます。したがって、EEDAT からリードすると、無効な

データをリターンします。

4） 2 ビットのオペコードを EECTL 内の EECNT ビットにライトします。

5） その後、EEPROM インターフェイスは、EEPROM シリアル・シーケンスをク

ロック・アウトします。

6） EECTL 内で READY = 1 になるまでポーリングするか、または割り込み（PCIIS 
内で EERDY = 1）を待ちます。

7） EEPROM ライトの場合、このステップは不要です。EEPROM リード（READ 
命令）の場合、EEDAT からデータをリードします。

EEPROM シリアル・シーケンスは、EECNT ビットにライトすると開始されます。現

在のコマンドが完了する（READY = 1）前に、EECNT ビットにライトすると、現在

のコマンドが完了してから、そのコマンドが実行されます。ただし、直前のコマン

ドで使用していた EECTL 内の READY ビットおよび EEDAT ビットの値は、書き換

えられてしまいます。そのため、EEPROM コントローラに新しいコマンドを発行す

る前に、READY がアサートされるまで毎回ポーリングする必要があります。

オペコード 命令 説明

10 READ 特定アドレスのデータをリードする

00（アドレス = 11xxxx） EWEN ライト・イネーブル

11 ERASE アドレスのメモリを消去する

01 WRITE アドレスのメモリをライトする

00（アドレス = 10xxxx） ERAL すべてのメモリ・ロケーションを消去
する

00（アドレス = 01xxxx） WRAL すべてのメモリ・ロケーションにライ
トする

00（アドレス = 00xxxx） EWDS プログラミング命令をディスエーブル
にする



SPRUE53 PCI（Peripheral Component Interconnect） 41

エラー処理

13 エラー処理

PCI コンフィギュレーション・レジスタを使用すると、DSP はエラー処理を行うこ

とが可能です。次の項では、さまざまなエラー状態を処理する方法について説明し

ます。

13.1 PCI パリティ・エラー処理

DSP がバス・マスターになっている場合、PCI ステータス・レジスタ（PCI コンフィ

ギュレーション・レジスタの 1 つ）内のデータ・パリティ・レポート・ビット（ビッ

ト 15）は、次のいずれかの条件のときにセットされます。

❏ リード・トランザクションのデータ・フェーズ時のパリティ・エラー。

❏ ライト・トランザクションのデータ・フェーズ時のターゲットによる PPERR の
アサート。

PCI ステータス・レジスタ内のデータ・パリティ・ディテクト・ビット（ビット 8）
は、次のどの条件のときにもセットされます。

❏ DSP が PCI バス・マスターで、リード・トランザクション時にデータ・パリ
ティ・エラーを検出。

❏ DSP が PCI バス・ターゲットで、ライト・トランザクション時にデータ・パリ
ティ・エラーを検出。

❏ アドレス・パリティ・エラーを検出。

PCI コマンド・レジスタ（PCI コンフィギュレーション・レジスタの 1 つ）内のパリ

ティ・エラー・レポーティング・イネーブル・ビット（ビット 6）がセットされ、

データ・パリティ・ディテクト・ビット（PCI ステータス・レジスタ内のビット 8）
がセットされると、PCI ポートは PPERR をアサートします。PPERR は、エラーが発

生したサイクルの 2 クロック後までアサートされ続けます。

DSP を伴う転送時にパリティ・エラーが検出されると、PCI ポートがマスターで、

ターゲット・ディスコネクトが検出されない限り、トランザクションは完了するま

で行われます。DSP は、パリティ・エラーによるマスター・アボートはしません。

PCI バス・インターフェイスは、PCI バス・データと PCI アドレス・パリティについ

て、パリティ生成と検証を行います。パリティ・エラーを認識すると、PCI ポート

は、1 PCI クロック期間 PSERR または PPERR をアサートし、PCI コマンド・レジス

タ内にフラグをセットします。
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13.2 PCI システム・エラー処理

内部システム・エラーが発生するのは、次の条件のいずれか 1 つでも真の場合です。

❏ （DSP がトランザクションのターゲットではないとしても）PCI バス上でアドレ
ス・パリティ・エラーが検出され、パリティ・エラー・レポーティング・イネー
ブル・ビット（ビット 6）が PCI コマンド・レジスタ（PCI コンフィギュレー
ション・レジスタの 1 つ）でセットされているとき。

❏ DSP がバス・マスタリング中に、PPERR がアサートされたことを検出。

❏ DSP がバス・マスタリング中にターゲット・アボート（リトライなしの接続解
除）を受信。

DSP が PSERR をアサートするのは、PCI コマンド・レジスタ内のシステム・エラー・

レポーティング・イネーブル・ビット（ビット 8）がセットされており、かつ内部シ

ステム・エラー・フラグがセットされる場合です。

DSP は PSERR がアサートされると停止し、ソフトウェア・リセットまたはハード

ウェア・リセットを待ちます。

DSP は PSERR がアサートされるときはいつでも PCI ステータス・レジスタ内のシグ

ナルド・システム・エラー・ビット（ビット 14）をセットします。

13.3 PCI マスター・アボート・プロトコル

DSP が PCI バス上でマスターになっているとき、マスター・アボートが発生すると、

現在の転送は PCI バス上、および補助 DMA または EDMA インターフェイス上の両

方で終了します。受信したマスター・アボート信号は、PCI ステータス・レジスタ

内にセットされます。PCIIS 内の PCIMASTER ビットがセットされ、必要に応じて

割り込みを生成することも可能です。

マスター・アボートを受信すると、PCIMC 内の START ビットは 00b にリセットさ

れます。進行中のマスター・トランザクションはすべて停止します。

13.4 PCI ターゲット・アボート・プロトコル

DSP が PCI バス上でマスターになっているとき、ターゲット・アボートが発生する

と、現在の転送は PCI バス上、および補助 DMA または EDMA インターフェイス上

の両方で終了します。受信したターゲット・アボート信号は、PCI ステータス・レ

ジスタ内にセットされます。PCIIS 内の PCITARGET ビットがセットされ、必要に応

じて割り込みを生成することも可能です。

ターゲット・アボートは、マスター・トランザクションをディスエーブルにする手

順と同一の手順に従います。受信したターゲット・アボート信号を使用して PCIMC
内の START ビットを 00b にリセットします。DSP メモリへの新たなライトは阻止さ

れます。割り込みは転送が正常に終了しなかったことを示します。
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14 パワー・マネージメント（C62x DSP のみ）

14.1 PCI パワー・マネージメント

PCI パワー・マネージメント規格リビジョン 1.1 では、パワー・マネージメント状態

D0unitialized、D0active、D1、D2、D3hot、および D3cold をそれぞれ規定しています。こ

れらのパワー・マネージメント状態は、次のとおりです。

D0unitialized: チップへの電源投入時、または PRST のアサーションによりこの状態に

入ります。PCI コンフィギュレーション・レジスタは、EEPROM から初期化されて

いません。DSP がこの状態のとき、自動初期化機能がイネーブルの場合、PCI コン

フィギュレーション・レジスタ・リードまたはライトはリトライを生成します。自

動初期化機能がディスエーブルの場合、デフォルト値がレジスタにロードされ、PCI
アクセスが通常どおり行われます。コンフィギュレーション・レジスタが EEPROM
からロードされると、ホストはベース・レジスタおよび I/O アドレス・レジスタを

初期化できます。コンフィギュレーション・レジスタが EEPROM から、またはデ

フォルト値で初期化された後、この状態が終了し、D0active に入ります。また PCI コ
マンド・レジスタ（PCI コンフィギュレーション・レジスタの 1 つ）内の PCI I/O ア
クセス・イネーブル・ビット（ビット 0）とメモリ・アクセス・イネーブル・ビット

（ビット 1）の両方またはいずれかがセットされます。

D0active: これは通常の動作状態です。この状態では、デバイスはすべての操作をサ

ポートし、すべてのペリフェラルが使用可能です。パワー・マネージメント・リク

エスト、PRST のアサーション、または VDDcore の除去により、D0active から遷移が行

われます。D0active からの遷移がパワー・マネージメント・リクエストの場合、PCI
は PCIIS 内の PWRMGMT ビット経由で、DSP への割り込みを生成できます。

D1: これは 1 番目のパワー・マネージメント状態です。このモードにおけるチップ

の実際の動作は、DSP ソフトウェアにより決定されます。D1 の消費電力は、D0 よ
りも低いのですが、チップの電力を削減するのは DSP ソフトウェアの機能です。PCI
コンフィギュレーションのコマンド・レジスタのメモリ・イネーブル・ビットと I/O
イネーブル・ビットは、メモリと I/O サイクルを阻止するハードウェア・マスクに

よりディスエーブルされます。DSP は、PCI コンフィギュレーション・アクセスに

応答します。パワー・マネージメント・リクエスト、PRST のアサーション、または

VDDcore の除去により、D1 からの遷移が行われます。D1 からの遷移がパワー・マ

ネージメント・リクエストの場合、PCIIS 内の PWRMGMT ビット経由で DSP に割

り込みを生成することができます。そのため、DSP はパワー・ダウン PD1 モードか

らはウェイク・アップできますが、PD2 または PD3 モードからはウェイク・アップ

できません。
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D2: これは 2 番目のパワー・マネージメント状態です。このモードのチップの実際

の動作は、DSP ソフトウェアにより決定されます。D2 の消費電力は、D1 よりも低

いのですが、チップの電力を削減するのは DSP ソフトウェアの機能です。PCI コン

フィギュレーションのコマンド・レジスタのメモリ・イネーブル・ビットと I/O イ
ネーブル・ビットは、メモリと I/O サイクルを阻止するハードウェア・マスクによ

りディスエーブルされます。DSP は、PCI コンフィギュレーション・アクセスに応

答します。パワー・マネージメント・リクエスト、PRST のアサーション、または

VDDcore の除去により、D2 からの遷移が行われます。D2 からの遷移がパワー・マ

ネージメント・リクエストの場合、内部 DSP ウォーム・リセットが生成されます。

そのため、DSP のパワー・ダウン PD1、PD2、または PD3 モードのいずれからでも

ウェイク・アップできます。

D3hot: これは 3 番目のパワー・マネージメント状態です。このモードにおけるチッ

プの実際の動作は、DSP ソフトウェアにより決定されます。D3hot の消費電力は、D2
よりも低いはずですが、チップの電力を削減するのは DSP ソフトウェアの機能です。

PCI コンフィギュレーションのコマンド・レジスタのメモリ・イネーブル・ビット

と I/O イネーブル・ビットは、メモリと I/O サイクルを阻止するハードウェア・マス

クによりディスエーブルされます。DSP は、PCI コンフィギュレーション・アクセ

スに応答します。パワー・マネージメント・リクエスト、PRST のアサーション、ま

たは VDDcore の除去により、D3hot からの遷移が行われます。D3hot からの遷移がパ

ワー・マネージメント・リクエストの場合、内部 DSP ウォーム・リセットが生成さ

れます。そのため、DSP のパワー・ダウン PD1、PD2、または PD3 モードのいずれ

からでもウェイク・アップできます。

D3cold: VDDcore は除去され、デバイスは完全にシャットダウンされます。最も大きな

電力削減は、このモードで行われます。PWR_WKP のアサーションに基づき PME を
アサートするために、少量のロジックに 3.3 Vaux から電力が供給されます。D3cold か
ら D0uninitialized への遷移は、VDDcore のリストアと RESET または PRST で行われます。

DSP の電源状態の遷移を図 6 に示します。DSP のパワー・マネージメント方法は、

PCI パワー・マネージメント規格リビジョン 1.1 と次の点で異なります。

❏ DSP コアの省電力モードは、ソフトウェア命令によってのみ変更可能です。省
電力モードに遷移するには、DSP コアはソフトウェアを実行するために、まず
完全に動作可能である必要があります。D1 から D2、D1 から D3hot、D2 から
D3hot への直接的な遷移は、サポートされていません（図 6 の点線）。目的の電
源状態に進む前に、コアは常に D0active に遷移する必要があります。

❏ DSP ソフトウェアが D1、D2 および D3hot における消費電力削減メカニズムを決
定するということに注意してください。

D3hot から D0 への遷移は、内部 DSP リセットと内部 PCI リセットを生成します。こ

のリクエストされた状態が D0uninitialized への遷移になります。
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図 6. PCI ポートのパワー・マネージメント状態遷移図

DSP のパワー・マネージメント機能は、DSP ソフトウェアによって行われるため、

DSP が有効な外部メモリからブートされるか、DSP ソフトウェアが DSP の内部 RAM
にダウンロードされて DSP がリセットを解除されるまで、パワー・マネージメント

機能はサポートされません。DSP ソフトウェアは、内部からでも外部からでも、ホ

ストによるパワー・マネージメント・リクエストを処理できなければなりません。

PCI の外部ホストは、DSP が D0active 状態のときは、PME を発行できません。これ

は、パワー・マネージメント規格リビジョン 1.1 に規定されています。
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14.2 DSP パワー・マネージメント方法

DSP は、DSP ソフトウェア制御によるパワー・マネージメント状態間での遷移をト

リガーする PCI バス・アクティビティに応答します。DSP ソフトウェアは、省電力

モードでのデバイスの実際の動作を決定します。パワー・マネージメント状態は、次

のとおりです。

❏ D0active：アクティブな状態。省電力モードではありません。

❏ D1：DSP PD1 モード（割り込みロジックを除き、CPU は停止しています）。

❏ D2：DSP PD2 モード（CPU はオフ、ペリフェラルはオフ）。

❏ D3hot：DSP PD3 モード（CPU はオフ、ペリフェラルはオフ、PLL はディスエー
ブル）。

❏ D3cold：VDDcore が除去されている点を除き、D3hot と同じ。3.3 Vaux から電力が
供給されている少量のロジックには、PWR_WKP のアサーションで PME を生成
するために電力を供給することができます。

ホストは PMCSR（PCI コンフィギュレーション・レジスタの 1 つ）内の PWRSTATE ビッ

トにライトすることにより各電力状態への遷移をリクエストします。PWRSTATE ビット

が PMDCSR（PCI ペリフェラル・レジスタの 1 つ）内の CURSTATE ビットと異なると、現

在の DSP のパワー・マネージメント状態により、次のイベントのいずれかが発生します。

❏ D0 または D1 状態：PCIIS 内の PWRMGMT ビット経由でコアをウェイク・アッ
プするために、割り込みが生成されます。ウェイク・アップ時に、DSP ソフト
ウェアはリクエストされた状態（PMDCSR 内の REQSTATE ビット）をリードす
る必要があります。その後、DSP ソフトウェアは PMDCSR 内の CURSTATE ビッ
トを更新する必要があります。この時点で、ソフトウェアは、適切な省電力命
令を実行することで、必要に応じてペリフェラルをシャットダウンすることな
どができます。D1 から D2、D1 から D3 への直接的な遷移は、サポートされて
いません。これは DSP の省電力機能がソフトウェア制御によるものだからです。

❏ D2 または D3 状態：ウォーム・リセットが DSP コアに対して生成されます。
ウォーム・リセットは、置かれている任意の省電力モードからコアをウェイク・
アップします。PCI コマンド・レジスタ内の PCI I/O アクセス・イネーブル・ビッ
トおよびメモリ・アクセス・イネーブル・ビットは、ウォーム・リセットが行
われている間、その状態を保持します。コアはウォーム・リセットからウェイ
ク・アップ後に、D0active  状態になります。ウェイク・アップ時に、DSP ソフト
ウェアはリクエストされた状態（PMDCSR 内の REQSTATE ビット）をリードす
る必要があります。その後、DSP ソフトウェアは PMDCSR 内の CURSTATE ビッ
トを更新する必要があります。この時点で、ソフトウェアは、適切な省電力命
令を実行することで、必要に応じてペリフェラルをシャットダウンすることな
どができます。D2 から D3 への直接的な遷移は、サポートされていません。こ
れは DSP の省電力機能がソフトウェア制御によるものだからです。

メモリおよび I/O サイクルをディスエーブルにするために、PCI コマンド・レジスタ

内の I/O アクセス・イネーブル・ビット（ビット 0）およびメモリ・アクセス・イ

ネーブル・ビット（ビット 1）は、D1、D2、および D3 の時、ハードウェアにより

ディスエーブルされます。これは、パワー・マネージメント規格リビジョン 1.1 に規

定されています。D0 への PME がリクエストされると、この 2 つのビットはイネー

ブルされ、オリジナルの値がセットされます。
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14.3 DSP リセット

ここでは、さまざまなタイプのリセットについて説明します。DSP のパワー・マネー

ジメント方法を理解することは重要です。

パワーオン・リセット（RESET）：これは電源投入時またはハード・リセット時に

適用されるピン・リセットです。自動初期化ピンの状態（EESZ[2-0]、EEAI）は、リ

セットの立ち上がりエッジでサンプリングされます。DSP 上のすべてのロジックは、

コアとペリフェラルも含め、リセットされます。EEPROM は、RESET ではなく PRST
で自動初期化されます。

ウォーム・リセット：このリセットは、コアおよびペリフェラルに適用されます。

PCI ホストは、host-to-DSP コントロール・レジスタ（HDCR）内の WARMRESET = 1
にセットすることで、ウォーム・リセットを生成できます。ウォーム・リセットは

D2 または D3 からのパワー・マネージメント・リクエストに基づき、生成すること

もできます。DSP 上のすべてのロジックは、コアおよびペリフェラルも含め、リセッ

トされます。WARMRESET で、PD2 または PD3 パワーダウン・モードからウェイ

ク・アップできます。ただし、PCI コンフィギュレーション・レジスタはその状態

を保持します。また、PCI コマンド・レジスタ（PCI コンフィギュレーション・レジ

スタの 1 つ）内のメモリ・アクセス・イネーブル・ビット（ビット 1）および I/O ア
クセス・イネーブル・ビット（ビット 0）は、ウォーム・リセットの影響を受けません。

要約すると、ウォーム・リセットは次のいずれかにより生成されます。

❏ D2 または D3 パワー・マネージメント・リクエスト（PMDCSR 内の 
D2WARMONWKP ビットおよび D3WARMONWKP ビットがセットされます）

❏ D0 状態のとき、PCI I/O レジスタの HDCR 内の WARMRESET ビットにライトす
る

❏ PWR_WKP（ただし、D2 または D3 状態で、かつ D2WARMONWKP ビットおよ
び D3WARMONWKP ビットがセットされている場合）

PCI リセット（PRST）：このリセットは、PCI バス・インターフェイス・ユニット

（図 3（19 ページ））および PCI FIFO に適用されます。PCI リセット（PRST）は PCI
コンフィギュレーション・レジスタをそのデフォルト状態に初期化する（EEAI = 0
の場合）か、または EEPROM からの値で自動初期化します（EEAI = 1 の場合）。PCI
ベース・アドレス・レジスタ（PCI コンフィギュレーション・レジスタの一部）、PCI
コマンド・レジスタ内のメモリ・アクセス・イネーブル・ビット（ビット 1）、およ

び I/O アクセス・イネーブル・ビット（ビット 0）も、PRST によりリセットされます。

PRST は PRST ピンから、または D0 への D3 のパワー・マネージメント・リクエス

トから生成されます。

DSP コアへのリセットは パワーオン・リセット（RESET）およびウォーム・リセッ

トの論理 AND をとったもので、その両方はアクティブ Low です。
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14.4 パワー・マネージメントの DSP サポート

パワー・マネージメント DSP コントロール / ステータス・レジスタ（PMDCSR）は、

PCI メモリ・マップド・ペリフェラル・レジスタの 1 つで、パワー・マネージメン

トを制御できます。PMDCSR は、15.3.2 項で説明します。

14.4.1 パワー・マネージメント・コントロール / ステータス・レジスタ（PMCSR）
のビット

パワー・マネージメント・コントロール / ステータス・レジスタ（PMCSR）は、15.1.22
項で説明します。PMCSR 内の PMESTAT ビットおよび PMEEN ビットには、3.3 Vaux

入力から電力が供給されます。これらのビットは、3.3 Vaux のパワー・オン遷移時に

クリアされます。PRST、ウォーム・リセット、および RESET は、これらのビット

の状態に影響を与えません。そのため、スティッキー・ビットといわれます。

パワー・マネージメント対応 PC では、3.3 Vaux が、D3cold 状態で供給されます。ス

ティッキー・ビットは、初期電源投入時にのみリセットされます。パワー・マネー

ジメント非対応 PC では、3.3 Vaux が デバイス I/O 電源 VDD とともに遷移します。ス

ティッキー・ビットは、システムが D3cold から D0 に遷移するたびにリセットされ

ます。スティッキー・ビットは PRST でもリセットされます。

PMESTAT ビットが 1 にセットされるのは、D3cold（RESET active）状態での 
PWR_WKP のアサーション、または D3cold 以外の状態でパワー・マネージメント 
DSP コントロール / ステータス・レジスタ（PMDCSR）内の PMESTAT ビットに 
DSP がライトする場合です。これは、PMEEN ビットの値とは無関係です。

PMESTAT ビットは、PMCSR 内の PMESTAT ビットに 1 をライトすることによりク

リアされます。また PMESTAT ビットは、PMDCSR 内の PMEEN ビットに DSP が 1
をライトすることによってもクリアされます。PMESTAT が 0 の場合、PMCSR にラ

イトしても、このビットには影響しません。3.3 VauxDET ピンが Low（D3cold から

PME アサーションをサポートしない）の場合、PRST はこのビットをクリアします。

3.3 VauxDET ピンが High（D3cold から PME アサーションをサポートする）の場合、

RESET、PRST、またはウォーム・リセットのいずれもこのビットに影響を与えませ

ん。

PMEEN ビットが 1 にセットされるのは、PCI コンフィギュレーション・レジスタ

（PMCSR）から PMEEN に 1 をライトする場合だけです。DSP が PMDCSR から

PMEEN ビットをセットすることはできません。

PMEEN ビットは、PMDCSR 内の PMEEN ビットに DSP が 1 をライトすることによ

りクリアされます。PMCSR の PMEEN に 0 をライトすることでも PMEEN ビットは

クリアされます。DSP は PMDCSR 内の PMEEN ビットをリードすることにより、

PMEEN ビットの値を監視します。3.3 VauxDET ピンが Low（D3cold から PME アサー

ションをサポートしない）の場合、PRST は、このビットをクリアします。3.3 VauxDET
ピンが High（D3cold から PME アサーションをサポートする）の場合、RESET、PRST、
またはウォーム・リセットのいずれもこのビットに影響を与えません。

PMEEN が 0 の場合の PME ピンのアサーションを防止するために、PMEEN ビット

の出力が使用されます。PME ピンは、PMEEN が 1 にセットされている場合のみア

サートされます。
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PMDCSR 内の PMEDRVN ビットは、PME ピンがアクティブになっていることを DSP
に示します。このビットは DSP が PMDCSR をリードするだけでクリアされますが、

PMCSR 内の PMEEN ビットと PMESTAT ビットの両方がセットされていると、ただ

ちに再びセットされてしまいます。

14.4.2 3.3 Vaux 存在検出ステータス・ビット（AUXDETECT）

VDDcore が除去された場合、3.3 Vaux の存在を示すのに、3.3 VauxDET ピンが使用され

ます。DSP は PMDCSR 内の AUXDETECT ビットをリードすることにより、このピ

ンを監視できます。PMCSR 内の PMEEN ビットは 3.3 VauxDET ピンが Low であると

き、クリアされたままです。

14.4.3 PCI ポートの PWR_WKP への応答および PME 生成

3.3 Vaux が有効になっている場合、VDDcore が有効かどうかにより、PCI ポートはア

クティブな PWR_WKP 入力に異なった応答をします。PCI ポートの PWR_WKP への

応答は、3.3 Vaux により電力が供給されます。

VDDcore が有効で、かつ 3.3 Vaux が有効な場合（すなわち、すべてのデバイスのパ

ワー状態、ただし D3cold を除く）、PWR_WKP の High から Low または Low から High
への遷移が検出されると、PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）内でビッ

トがセットされます。PWR_WKP 信号は直接 DSP の PCI_WAKEUP 割り込みに接続

されています。第 10 章を参照してください。

VDDcore をシャットダウンし、3.3 Vaux が有効の場合（D3cold）、PWR_WKP の遷移に

より PMCSR 内の PMESTAT ビットが（PMEEN ビットの値に関係なく）セットされ

ます。PMEEN ビットがセットされている場合、PWR_WKP のアクティビティによ

り PME ピンがアサートされて、アクティブなままになります。

PCI ポートは PMDCSR 内の HWPMECTL ビットに基づき PME を生成することもで

きます。HWPMECTL ビットで対応するビットがセットされている場合、アクティ

ブな PWR_WKP 信号によって、任意の状態へ遷移するか、または任意の状態で、PME
が生成されます。

PWR_WKP ピンでの遷移により、CPU 割り込みが発生します（PCI_WAKEUP につ

いては、第 10 章を参照してください）。PCIIS 内の PWRHL ビットおよび PWRLH
ビットは、PWR_WKP ピンの High から Low または Low から High への遷移を示しま

す。PCI インタラプト・イネーブル・レジスタ（PCIIEN）内で、対応する割り込み

がイネーブルの場合、PCI_WAKEUP 割り込みが CPU に対して生成されます。

3.3 Vaux に電力が供給されない場合、PME ピンは ハイ・インピーダンス状態になっ

ています。PME が DSP によりアクティブになると、PME がディアサートされるの

は、PMCSR 内の PMESTAT ビットに 1 がライトされるか、または PMEEN ビットに

0（ゼロ）がライトされる場合だけです。PME がリセット前にすでにアサートされ

ている場合、PRST、RESET、またはウォーム・リセット・アクティブのいずれかで

も、PME が ハイ・インピーダンス状態になることはありません。
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PCI レジスタ

14.4.4 PWRSTATE の変更を示す DSP 割り込み

PMCSR にライトすることで PWRSTATE ビットに変更が加えられた場合、CPU 割り込

みが生成されます。PCIIS 内の PWRMGMT ビットがセットされるのは、PWRSTATE ビッ

トが現在の状態と異なる場合です。DSP クロックが動作していない場合、CPU 割り込

みは生成されません。RESET により PMCSR が変更されても、CPU 割り込みは生成さ

れません。PRST が発生する場合、CPU 割り込みが発生します。これは PRST アサー

ションにより、0（ゼロ）が暗黙的に PWRSTATE ビットにライトされるからです。

15 PCI レジスタ

PCI レジスタには、次の 3 つのタイプがあります。

❏ PCI コンフィギュレーション・レジスタ－外部 PCI ホストからのみアクセス可能

❏ PCI I/O レジスタ－外部 PCI ホストからのみアクセス可能

❏ PCI メモリ・マップド・レジスタ－ベース・アドレス・レジスタ経由で外部 PCI
ホストおよび DSP からアクセス可能

さらに、PCI レジスタに関係のあるリセットが 3 つあります。リセットごとにそれ

ぞれ PCI レジスタに与える影響が異なります。各レジスタについては、次の項で説

明します。3 つのリセットは次のとおりです。

❏ RESET －メイン・デバイス・リセット・ピン

❏ ウォーム・リセット－ PCI ホストまたは パワー・マネージメント・イベントに
より生成される

❏ PRST － PCI のリセット信号

15.1 コンフィギュレーション・レジスタ

DSP は標準的な PCI コンフィギュレーション・レジスタをすべてサポートします。

これらのレジスタは外部 PCI ホストからのみアクセス可能で、標準的な PCI コン

フィギュレーション情報が含まれています（ベンダー ID、デバイス ID、クラス・

コード、リビジョン番号、ベース・アドレス、パワー・マネージメントなど）。

デバイス・リセット時のブートおよびデバイス・コンフィギュレーション設定によ

り、PCI コンフィギュレーション・レジスタはパワーオン・リセット時に EEPROM
から自動ロードすることもできますし、またはパワーオン・リセット時にデフォル

ト値で初期化することもできます。

EEPROM が存在しない場合、PCI コンフィギュレーション・レジスタはデフォルト

値で初期化されます。EEPROM が存在して自動初期化に設定されている場合、

EEPROM からのリードがすべて終わるまで PCI コンフィギュレーション・レジスタ

はホストから適切にアクセスできません。初期化が完了する前に PCI ホストが PCI
コンフィギュレーション・レジスタにアクセスすると、リトライで接続解除されま

す。
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PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）および DSP リセット・ソース / ス
テータス・レジスタ（RSTSRC）内の CFGDONE ビットおよび CFGERR ビットは、

PCI コンフィギュレーション・レジスタの自動初期化の状態を示します。詳細は、

15.3.3 項および 15.3.1 項を参照してください。PCI ポートは、CFGDONE=1 になる

まで、リトライをアサートして、ホストが PCI コンフィギュレーション・レジスタ

への一切のリードまたはライトを行わないようにします。CFGDONE = 1 は、PCI コ
ンフィギュレーション・レジスタが EEPROM または デフォルト値で無事に初期化

されたことを示します。

さらに EEPROM には、電源のデータの値が含まれていて、パワー・マネージメン

ト・コントロール / ステータス・レジスタ（PMCSR）により選択されます。EEPROM
にストアされている電源のデータは次のとおりです。

❏ PC_D0：消費電力 D0

❏ PC_D1：消費電力 D1

❏ PC_D2：消費電力 D2

❏ PC_D3：消費電力 D3

❏ PD_D0：損失電力 D0

❏ PD_D1：損失電力 D1

❏ PD_D2：損失電力 D2

❏ PD_D3：損失電力 D3

PCI コンフィギュレーション・レジスタを表 7 に示します。予約フィールドからリー

ドすると、ゼロを返します。予約フィールドにライトしても影響はありません。こ

れらのレジスタは、PCI 規格リビジョン 2.2 準拠です。レジスタとその動作の詳細

は、このマニュアルとパワー・マネージメント規格リビジョン 1.1 を参照してくださ

い。

表 7 の網掛けされているレジスタには、デバイスの電源投入時に EEPROM から値を

自動ロードすることができます。すべてのレジスタは、PCI のリセット（PRST）時

にリセットされるかロードされます。

15.1.1 から 15.1.23 の各項では、PCI コンフィギュレーション・レジスタ内のビット・

フィールドについてまとめています。詳細は、PCI 規格リビジョン 2.2 を参照してく

ださい。
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表 7. PCI コンフィギュレーション・レジスタ

注：網がけされているレジスタは EEPROM から自動初期化時に自動ロードすることができます。

アドレス アクセス バイト 3 バイト 2 バイト 1 バイト 0

00h リード専用 デバイス ID ベンダー ID

04h リード / ライト ステータス コマンド

08h リード専用 クラス・コード リビジョン ID

0Ch リード / ライト Reserved ヘッダ・タイプ レイテンシ・タイマ
キャッシュ・

ライン・サイズ

10h リード / ライト ベース 0 アドレス（4 M バイトのプリフェッチ可能空間）

14h リード / ライト ベース 1 アドレス（8 M バイトのプリフェッチ不可能空間）

18h リード / ライト ベース 2 アドレス（4 ワードの I/O 空間）

24h リード専用 Reserved

2Ch リード専用 サブシステム ID サブシステム・ベンダー ID

30h リード専用 Reserved

34h リード専用 Reserved 機能ポインタ

38h リード専用 Reserved

3Ch リード / ライト Max_Latency Min_Grant インタラプト・ピン
インタラプト・

ライン

40h リード専用 パワー・マネージメント機能 次項目ポインタ 機能 ID

44h リード / ライト パワー・データ Reserved パワー・マネージメント・コントロール /
ステータス

48h FFh リード専用 Reserved
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15.1.1 ベンダー識別レジスタ

図 7. ベンダー識別レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値

表 8. ベンダー識別レジスタ・フィールドの説明

15.1.2 デバイス識別レジスタ

図 8. デバイス識別レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値
† このフィールドのデフォルト値の詳細は、各デバイスのデータ・シートを参照してください。

表 9. デバイス識別レジスタ・フィールドの説明

15 0

ベンダー ID

R-104Ch

ビット フィールド 値 説明

15-0 ベンダー ID 0-FFFFh ベンダー定義デバイス ID

15 0

デバイス ID

R-x†

ビット フィールド 値 説明

15-0 デバイス ID 0-FFFFh デバイス・メーカー ID。値については、各デバイスのデー

タ・シートを参照してください。
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15.1.3 PCI コマンド・レジスタ

パワー・マネージメント・コントロール / ステータス・レジスタ（PMCSR）内の

PWRSTATE ビットが、D1、D2、または D3 を示す場合、DSP は I/O 空間またはメモ

リ空間への PCI アクティビティに応答してはいけません。また PINTA をアサートし

てもいけません。DSP ハードウェアは PWRSTATE ビットを監視し、PWRSTATE ビッ

トが D1、D2、または D3 を示す場合、PCI コマンド・レジスタ内の I/O アクセス・

イネーブル・ビットおよびメモリ・アクセス・イネーブル・ビットをマスクし、PINTA
をアサートしないようにします。PCI コマンド・レジスタを図 9 に示します。また、

その説明を表 10 に示します。

図 9. PCI コマンド・レジスタ

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

15 10 9 8

Reserved† マスター・
バック・ツー・

バッグ ・
トランザクション・

イネーブル

システム・
エラー・

レポーティング・
イネーブル

R-0 R/W-0 R/W-0
7 6 5 4 3 2 1 0

データ・
ステッピン
グ・コント

ロール

パリティ・
エラー・レポー

ティング・
イネーブル

VGA パレッ

ト・スヌープ

メモリ・
ライト・
アンド・

インバリデイ
ト・

イネーブル

スペシャル・
サイクル

認識
イネーブル

バス・マスター
機能イネーブル

メモリ・
イネーブル

I/O 
イネーブル

R-0 R/W-0 R-0 R-0 R-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

表 10. PCI コマンド・レジスタ・フィールドの説明

ビット 値 説明

15-10 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォルト値を返します。この
フィールドに値をライトしても影響はありません。このフィールドにライトする
と、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保
するためです。

9 0-1 マスター ・バック・ツー・バック・トランザクション・イネーブル・ビット。

8 0-1 システム・エラー・レポーティング・イネーブル・ビット。

7 0 データ・ステッピングは、使用されません。

6 0-1 パリティ・エラー・レポーティング・イネーブル・ビット。

5 0 N/A：VGA デバイスではありません。

4 0 メモリ・ライト・アンド・インバリデイトはサポートされていません。

3 0 スペシャル・サイクルは認識されません。

2 0-1 マスター機能ビット。

1 0-1 メモリ・アクセス・イネーブル・ビット。

0 0-1 I/O アクセス・イネーブル・ビット。
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15.1.4 PCI ステータス・レジスタ

図 10. PCI ステータス・レジスタ

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、WC =  1 をライトするとリセットします。0（ゼロ）をライトしても影響

はありません。- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

表 11. PCI ステータス・レジスタ・フィールドの説明

15 14 13 12 11 10 9 8
データ・パ
リティ・
エラー・
レポート

システム・
エラー
通報

マスター・
アボート
受信

ターゲット・
アボート

受信

ターゲット・
アボート

通報

デバイス・セレクト信号
タイミング

マスター・
データ・
パリティ・
エラー検出

R/WC-0 R/WC-0 R/WC-0 R/WC-0 R/WC-0 R-1 R/WC-0
7 6 5 4 3 0

高速バック・
ツー・バック

可能

Reserved † 33 MHz
最大周波数

機能リスト Reserved

R-0 R-0 R-0 R-1 R-0

ビット 値 説明

15 0-1 データ・パリティ・エラー・レポート・ビット。このビットに 1 をライトするとリ

セットします。0（ゼロ）をライトしても影響はありません。

14 0-1 システム・エラー通報ビット。このビットに 1 をライトするとリセットします。0
（ゼロ）をライトしても影響はありません。

13 0-1 マスター・アボート受信ビット。このビットに 1 をライトするとリセットします。

0（ゼロ）をライトしても影響はありません。

12 0-1 ターゲット・アボート受信ビット。このビットに 1 をライトするとリセットしま

す。0（ゼロ）をライトしても影響はありません。

11 0-1 ターゲット・アボート通報ビット。このビットに 1 をライトするとリセットしま

す。0（ゼロ）をライトしても影響はありません。

10-9 1 デバイス・セレクト信号タイミング：中速。

8 0-1 マスター・データ・パリティ・エラー検出ビット。このビットに 1 をライトすると

リセットします。0（ゼロ）をライトしても影響はありません。

7 0 このビットは高速バック・ツー・バックが可能ではないことを示します。

6 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォルト値を返します。この
フィールドにどのような値をライトしても影響はありません。このフィールドにラ
イトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換
性を確保するためです。

5 0 33MHz が最大周波数。

4 1 機能リストが実装されていることを示します（パワー・マネージメント）。

3-0 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォルト値を返します。この
フィールドにどのような値をライトしても影響はありません。このフィールドにラ
イトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換
性を確保するためです。
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15.1.5 リビジョン識別レジスタ

図 11. リビジョン識別レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値

表 12. リビジョン識別レジスタ・フィールドの説明

15.1.6 クラス・コード・レジスタ

図 12. クラス・コード・レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値

表 13. クラス・コード・レジスタ・フィールドの説明

7 0

リビジョン ID

R-1

ビット フィールド 値 説明

7-0 リビジョン ID 0-FFh デバイス固有のリビジョン ID。

23 16 15 8 7 0

基本クラス サブ・クラス レジスタ・レベル

R-0 R-0 R-0

ビット フィールド 値 説明

23-16 基本クラス 0h デバイスの基本クラス

15-8 サブ・クラス 0h サブ・クラス

7-0 レジスタ・レベル 0h レジスタ・レベルのプログラミング・インターフェイス
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15.1.7 キャッシュ・ライン・サイズ・レジスタ

図 13. キャッシュ・ライン・サイズ・レジスタ

凡例：R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値

表 14. キャッシュ・ライン・サイズ・レジスタ・フィールドの説明

15.1.8 レイテンシ・タイマ・レジスタ

図 14. レイテンシ・タイマ・レジスタ

凡例：R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値

表 15. レイテンシ・タイマ・レジスタ・フィールドの説明

7 0

キャッシュ・ライン・サイズ

R/W-0

ビット フィールド 値 説明

7-0 キャッシュ・
ライン・サイズ

0、1h、2h、4h、
8h、10h、20h、

40h、80h

キャッシュ・ライン・サイズ。このフィールドは、2 の
べき乗のキャッシュ・ライン・サイズのみ受け付けます。
2 のべき乗以外のキャッシュ・ライン・サイズがライト

されると、このフィールドには、0（ゼロ）がライトされ

ます。

7 0

レイテンシ・タイマ

R/W-0

ビット フィールド 値 説明

7-0 レイテンシ・
タイマ

0-FFh レイテンシ・タイマ。
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15.1.9 ヘッダ・タイプ・レジスタ

図 15. ヘッダ・タイプ・レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値

表 16. ヘッダ・タイプ・レジスタ・フィールドの説明

15.1.10 ベース 0 アドレス・レジスタ

4 M バイトのプリフェッチ可能メモリのマスク。ホストは FFFF FFFFh をライト後

に、FFC0 0008h をリードします。FFC0 0008h をマスク・ビットとして使用して、レ

ジスタ初期化時にベース・アドレス領域のサイズを判別します。

図 16. ベース 0 アドレス・レジスタ

凡例：R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値

表 17. ベース 0 アドレス・レジスタ・フィールドの説明

7 6 0

単一機能デバイス コンフィギュレーション・レイアウト

R-0 R-0

ビット 値 説明

7 0 単一機能デバイス。

6-0 0-7Fh 典型的な PCI マスター / ターゲット・デバイス用のコンフィギュレーション・レ

イアウト。

31 22 21 4 3 2     1 0

ベース 0 アドレス ベース 0 アドレス・マスク プリ
フェッチ
可能

タイプ BAR 
タイプ

R/W-0 R-0 R-1 R-00 R-0

ビット 値 説明

31-22 0-CFFh ベース 0 アドレス。ライト可能ビット。ホストは 4 M の PCI アドレス空間

を割り当てます。

21-4 0 4 M マスク。これらのビットは、リード専用で、この BAR が 4 M バイトの

アドレス空間を必要とすることを示します。

3 1 プリフェッチ可能。この BAR はプリフェッチ可能メモリへのアクセスで

あることを示します。

2-1 00 タイプ。この BAR は最初の 4 G のアドレス空間に配置される必要がありま

す。

0 0 BAR タイプ。この BAR は、メモリ BAR です。
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15.1.11 ベース 1 アドレス・レジスタ

8 M バイトのプリフェッチ不可能メモリのマスク。ホストは FFFF FFFFh をライト

後に、FF80 0000h をリードします。FF800000h をマスク・ビットとして使用して、

レジスタ初期化時にベース・アドレス領域のサイズを判別します。

図 17. ベース 1 アドレス・レジスタ

凡例：R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値

表 18. ベース 1 アドレス・レジスタ・フィールドの説明

15.1.12 ベース 2 アドレス・レジスタ

16 バイトの I/O 空間のマスク。ホストは FFFF FFFFh をライト後に、FFFF FFF1h を
リードします。FFFF FFF1h をマスク・ビットとして使用して、レジスタ初期化時に

ベース・アドレス領域のサイズを判別します。

図 18. ベース 2 アドレス・レジスタ

凡例：R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値

31 23 22 4 3 2 1 0

ベース 1 アドレス ベース 1 アドレス・マスク プリ
フェッチ
可能

タイプ BAR 
タイプ

R/W-0 R-0 R-0 R-00 R-0

ビット 値 説明

31-23 0-1FFh ベース 1 アドレス。ライト可能ビット。ホストは 8 M バイトの PCI アドレ

ス空間を割り当てます。

22-4 0 ベース 1 アドレス・マスク。これらのビットは、リード専用で、この BAR 
が 8 M バイトのアドレス空間を必要とすることを示します。

3 0 プリフェッチ可能。この BAR を介したアクセスは、プリフェッチ可能で

はないことを示します。

2-1 0 タイプ。この BAR は最初の 4 G のメモリに配置される必要があります。

0 0 BAR タイプ。この BAR は、メモリ BAR です。

31 43 2 1 0

ベース 2 アドレス ベース 2 
アドレス・
マスク

Reser-
ved

BAR
タイプ

R/W-0000001h R-0 R-0 R-1
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表 19. ベース 2 アドレス・レジスタ・フィールドの説明

15.1.13 サブシステム識別レジスタ

図 19. サブシステム識別レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値
† デフォルト値は EEPROM 自動初期化によりセットできます。

表 20. サブシステム識別レジスタ・フィールドの説明

15.1.14 サブシステム・ベンダー識別レジスタ

図 20. サブシステム・ベンダー識別レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値
† デフォルト値は EEPROM 自動初期化によりセットできます。

表 21. サブシステム・ベンダー識別レジスタ・フィールドの説明

ビット 値 説明

31-4 0-FFFFFFFh ベース 2 アドレス。ライト可能ビット。ホストは 16 バイトの I/O アドレス

空間を割り当てます。

3-2 0 ベース 2 アドレス・マスク。これらのビットは、リード専用で、この BAR 
が 16 バイトのアドレス空間を必要とすることを示します。

1 0 予約。

0 1 BAR タイプ。この BAR は、I/O BAR です。

15 0

サブシステム ID

R-0†

ビット フィールド 値 説明

15-0 サブシステム ID 0-FFFFh アドイン・ボードまたはサブシステム識別子。

15 0

サブシステム・ベンダー ID

R-0†

ビット フィールド 値 説明

15-0 サブシステム・
ベンダー ID

0-FFFFh アドイン・ボードまたはサブシステム・ベンダー識別子。
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15.1.15 機能ポインタ・レジスタ

図 21. 機能ポインタ・レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値

表 22. 機能ポインタ・レジスタ・フィールドの説明

15.1.16 インタラプト・ライン・レジスタ

図 22. インタラプト・ライン・レジスタ

凡例：R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値

表 23. インタラプト・ライン・レジスタ・フィールドの説明

7 0

機能ポインタ

R-01000000

ビット フィールド 値 説明

7-0 機能ポインタ 40h パワー・マネージメント機能ブロックへのオフセット。

7 0

インタラプト・ライン

R/W-0

ビット フィールド 値 説明

7-0 インタラプト・
ライン

0-FFh インタラプト・ライン・ルーティング情報



62 PCI（Peripheral Component Interconnect） SPRUE53

PCI レジスタ

15.1.17 Min_Grant レジスタ

図 23. Min_Grant レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値
† デフォルト値は EEPROM 自動初期化によりセットできます。

表 24. Min_Grant レジスタ・フィールドの説明

15.1.18 Max_Latency レジスタ

図 24. Max_Latency レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値
† デフォルト値は EEPROM 自動初期化によりセットできます。

表 25. Max_Latency レジスタ・フィールドの説明

7 0

最小グラント

R-0†

ビット フィールド 値 説明

7-0 最小グラント 0-FFh 最小グラント・ビット。

7 0

最大レイテンシ

R-0†

ビット フィールド 値 説明

7-0 最大レイテンシ 0-FFh 最大レイテンシ・ビット。
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15.1.19 機能識別レジスタ

図 25. 機能識別レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値

表 26. 機能識別レジスタ・フィールドの説明

15.1.20 次項目ポインタ・レジスタ

図 26. 次項目ポインタ・レジスタ

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値

表 27. 次項目ポインタ・レジスタ・フィールドの説明

7 0

機能 ID

R-1

ビット フィールド 値 説明

7-0 機能 ID 1 PCI パワー・マネージメント識別ビット。

7 0

次項目ポインタ

R-0

ビット フィールド 値 説明

7-0 次項目ポインタ 0 機能リスト・ポインタ内の次の項目（0（ゼロ）は

最後の項目）。
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15.1.21 パワー・マネージメント機能レジスタ（PMC）

図 27. パワー・マネージメント機能レジスタ（PMC）

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値、-ピン = リセット後の外部ピンの値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

表 28. パワー・マネージメント機能レジスタ（PMC）フィールドの説明

15 14 11 10 9 8 6 5 4 3 2 0

D3 内 
PME_Support

PME_Support D2
サポート

D1
サポート

補助電源
最大電流

初期化 Re-
served

PME 
クロック

パワー・マ
ネージメント

R-ピン R-0 R-0 R-0 R-0 R-0 R-0 R-0 R-010

ビット フィールド 値 説明

15 D3 内 PME_Support D3cold での PME_Support ステータス・ビット。リードさ

れる値は、3.3VauxDET ピンに 3.3 V があるかどうかによ

り異なります。

0 3.3VauxDET ピンは Low です。

1 3.3VauxDET ピンは High です。

14-11 PME_Support 0 PME_Support ビットは、ボードが PME をアサートする

ことを示します。

10 D2 サポート 0 D2_Support

9 D1 サポート 0 D1_Support

8-6 補助電源最大電流 0 補助電源の最大電流ビット。PWRDATA レジスタが実装

されているので、このフィールドは 000h を戻します。

5 初期化 0 デバイス依存の初期化が必要かどうか。

4 Reserved 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォル
ト値を返します。このフィールドにどのような値をライ
トしても影響はありません。このフィールドにライトす
ると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来
的なデバイスの互換性を確保するためです。

3 PME クロック 0 PME クロック・ビット。PME をアサートするために 
PCI クロックを必要としません。

2-0 パワー・
マネージメント

3h パワー・マネージメント・バージョン・ビット。
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15.1.22 パワー・マネージメント・コントロール / ステータス・レジスタ（PMCSR）

パワー・マネージメント・コントロール / ステータス・レジスタ（PMCSR）を図 28
に示します。また、その説明を表 29 に示します。

図 28. パワー・マネージメント・コントロール / ステータス・レジスタ（PMCSR）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、WC =  1 をライトするとクリアします。0（ゼロ）をライトしても影響は

ありません。- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

15 14 13 12 9 8 7 2 1 0

PMESTAT DATASCALE DATASEL PMEEN Reserved† PWRSTATE

R/WC-0 R-0 R/W-0 R/W-0 R-0 R/W-0

表 29. パワー・マネージメント・コントロール / ステータス・レジスタ（PMCSR）
フィールドの説明

ビット フィールド 値 説明

15 PMESTAT パワー・マネージメント・イベント・ステータス・ビッ
ト。3.3 VauxDET が Low の場合、このビットは 0（ゼロ）

にリセットされます。3.3 VauxDET が High の場合、この

ビットは パワー・リセット時に 0（ゼロ）になります。

PMESTAT は PCI の 3.3 Vaux ピンから電力が供給されるス

ティッキー・ビットです（すなわち、メインの PCI バス・

パワーがオフのとき、値は保持されます）。このビットに 
1 をライトするとクリアします。0（ゼロ）をライトして

も影響はありません。

0 パワー・マネージメント・イベントは発生していません。

1 パワー・マネージメント・イベントは発生しています。
PMEEN が 1 の場合、PME ピンもアサートされます。

14-13 DATASCALE 0-3h データ・スケール・ビット。PWRDATA からリードされる

データのスケーリング・ファクタ。このフィールドは 
DATASEL 値で変更され、PWRDATA 初期化データで初期

化されます。

0 予約

1h 0.1 ワット ×  PWRDATA からの値

2h 0.01 ワット ×  PWRDATA からの値

3h 0.001 ワット ×  PWRDATA からの値
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12-9 DATASEL 0-Fh データ選択ビット。PWRDATA レジスタおよび 
DATASCALE フィールドの選択ビット。

0 PWRDATA をリードすると、D0 の消費電力を返します。

1h PWRDATA をリードすると、D1 の消費電力を返します。

2h PWRDATA をリードすると、D2 の消費電力を返します。

3h PWRDATA をリードすると、D3hot の消費電力を返します。

4h-7h PWRDATA をリードすると、0（ゼロ）を返します。

8h PWRDATA をリードすると、D0 の損失電力を返します。

9h PWRDATA をリードすると、D1 の損失電力を返します。

Ah PWRDATA をリードすると、D2 の損失電力を返します。

Bh PWRDATA をリードすると、D3hot の損失電力を返します。

Ch-Fh PWRDATA をリードすると、0（ゼロ）を返します。

8 PMEEN PME アサーション・イネーブル・ビット。3.3 VauxDET が 

Low の場合、このビットは 0（ゼロ）にリセットされま

す。3.3 VauxDET が High の場合、このビットは パワー・

リセット時に 0（ゼロ）になります。

PMEEN は PCI の 3.3 Vaux ピンから電力が供給される、ス

ティッキー・ビットです（すなわち、メインの PCI バス・

パワーがオフのとき、値は保持されます）。

0 PME アサーションはディスエーブルです。

1 PME アサーションはイネーブルです。

7-2 Reserved 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォルト
値を返します。このフィールドにどのような値をライトし
ても影響はありません。このフィールドにライトすると、
常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバ
イスの互換性を確保するためです。

表 29. パワー・マネージメント・コントロール / ステータス・レジスタ（PMCSR）
フィールドの説明（続き）

ビット フィールド 値 説明
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1-0 PWRSTATE 0-3h パワー状態ビット。PWRSTATE をリードすると、パワー・

マネージメント DSP コントロール / ステータス・レジスタ

（PMDCSR）内の CURSTATE ビットにより提供される現在

のパワー状態を返します。
PWRSTATE のライトは、ホストがリクエストするパワー状

態です。このビットが PMDCSR 内の REQSTATE ビットに

現在保持されている値と同じではない値でライトすると、
DSP に対してパワー・マネージメント割り込みまたは

ウォーム・リセットが行われ、これらのビットの値で
REQSTATE ビットを更新します。値が REQSTATE ビット

の現在の値と同じ場合、ライトしても割り込みは発生しま
せん。
パワー状態が正常に遷移するライトだけが処理されます。
すべてのライトは PCI バス上で正常に終了しますが、不正

な遷移はコアで処理されません。ソフトウェアによって、
サポートされていないオプションの状態をこのフィールド
にライトしようとすると、ライト動作は通常通り PCI バス

上で行われますが、データは破棄され、状態の変更は行わ
れません。

0 パワー状態 D0

1h パワー状態 D1

2h パワー状態 D2

3h パワー状態 D3

表 29. パワー・マネージメント・コントロール / ステータス・レジスタ（PMCSR）
フィールドの説明（続き）

ビット フィールド 値 説明
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15.1.23 パワー・データ・レジスタ（PWRDATA）

図 29. パワー・データ・レジスタ（PWRDATA）

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値

表 30. パワー・データ・レジスタ（PWRDATA）フィールドの説明

7 0

パワー・データ

R-0

ビット フィールド 値 説明

7-0 パワー・データ 0-Fh パワー・データ・ビット。このビットをリードすること
により PMSCR 内の DATASEL ビットにより選択される、

デバイスのパワー・マネージメント状態における消費電
力または損失電力を返します。

0 D0 の消費電力。

1h D1 の消費電力。

2h D2 の消費電力。

3h D3hot の消費電力。

4h D0 の損失電力。

5h D1 の損失電力。

6h D2 の損失電力。

7h D3hot の損失電力。

8h-Fh リードすると、0（ゼロ）を返します。
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15.2 I/O レジスタ

PCI ホスト I/O 空間に配置されている PCI I/O レジスタを表 31 に示します。これら

の I/O レジスタは、PCI ホストだけがアクセス可能で、ベース 1 アドレス・レジスタ

もしくはベース 2 アドレス・レジスタで指定されるベース 1 アドレス範囲または

ベース 2 アドレス範囲にあります。ベース 1 アドレス・レジスタとベース 2 アドレ

ス・レジスタは、PCI コンフィギュレーション・レジスタです（15.1 節を参照）。そ

れぞれのベース・アドレスのロケーションについては、第 3 章で説明します。PCI I/
O レジスタはすべて、バイト・アドレス指定可能です。I/O ベース・アドレス（ベー

ス 2 アドレス）経由でアクセスされる、PCI I/O レジスタのロケーションを表 32 に
示します。

I/O アクセスをサポートしていないプロセッサの場合、プリフェッチ不可能なベー

ス 1 メモリ経由でリードとライトを行うことで PCI I/O レジスタにもアクセスでき

ます。ベース 1 アドレス経由でアクセスする場合、これらのレジスタの正しいアド

レスは、各デバイスのデータ・シートを参照してください。DSP はこれらのロケー

ションにある I/O レジスタにアクセスできません。I/O レジスタには、PCI ホストだ

けがアクセス可能です。ベース 1 アドレス空間をアクセスする場合、メモリのリー

ド / ライトまたは DSP のメモリ・マップド・レジスタ・アクセスは、これらのロケー

ションで発生しません。ベース 0 アドレスでのこれらのロケーションへのアクセス

は、I/O レジスタではなく DSP メモリ・マップド・レジスタにマップされます。

表 31. PCI I/O レジスタ

表 32. I/O 空間（ベース 2 メモリ）経由でアクセスされる PCI I/O レジスタ

† I/O ベース・アドレスは、ベース 2 アドレス・レジスタで指定されます。表 7 を参照してください。

略称 レジスタ名 参照先

HSR ホスト・ステータス・レジスタ 15.2.1

HDCR Host-to-DSP コントロール・レジ

スタ

15.2.2

DSPP DSP ページ・レジスタ 15.2.3

アドレス † アクセスされるレジスタ / ポート

I/O ベース・アドレス + 00h ホスト・ステータス・レジスタ（HSR）

I/O ベース・アドレス + 04h Host-to-DSP コントロール・レジスタ（HDCR）

I/O ベース・アドレス + 08h DSP ページ・レジスタ（DSPP）

I/O ベース・アドレス + 0Ch 予約
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15.2.1 ホスト・ステータス・レジスタ（HSR）

ホスト・ステータス・レジスタ（HSR）を図 30 に示します。また、その説明を表 33
に示します。

図 30. ホスト・ステータス・レジスタ（HSR）

凡例：H = ホスト・アクセス、R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値、- x = リセット後の値は不定
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

31 8

Reserved†

HR-0

7 5 4 3 2 1 0

Reserved† EEREAD CFGERR INTAM INTAVAL INTSRC

HR-0 HR-x HR-0 HR/W-1 HR-0 HR/W-0

表 33. ホスト・ステータス・レジスタ（HSR）フィールドの説明

ビット フィールド 値 説明

31-5 Reserved 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォルト値を
返します。このフィールドにどのような値をライトしても影響
はありません。このフィールドにライトすると、常にデフォル
ト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確
保するためです。

4 EEREAD PCI コンフィギュレーション・レジスタが EEPROM から初期化

されたかどうかを示します。ホストのリード専用ビットです。
ライトしても影響はありません。リセット・ソースは、PRST で
す。

0 PCI コンフィギュレーション・レジスタはデフォルト値で初期化

されています。

1 PCI コンフィギュレーション・レジスタは EEPROM から初期化

されています。

3 CFGERR 自動初期化コンフィギュレーション・エラーが発生したかどう
かを示します。ホストのリード専用ビットです。ライトしても
影響はありません。リセット・ソースは、PRST です。

0 エラーは発生しませんでした。

1 自動初期化コンフィギュレーション・エラーが発生しました。
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2 INTAM PINTA マスク。DSP による PINTA の アサーションをディスエー

ブルにします。PCI ホストによってのみライト（D1、D2、D3 の
いずかの状態では、PINTA はパワー・マネージメント・ロジッ

クによりマスクされます）。リセット・ソースは、PRST です。

0 PINTA が DSP によりアサートされており、DSP リセット・ソー

ス / ステータス・レジスタ（RSTSRC）内の INTREQ ビットが

セットされています。

1 PINTA はアサートされません。これは、割り込み生成ロジック

をリセットしないことに注意してください。DSP リセット・

ソース / ステータス・レジスタ（RSTSRC）内の INTRST ビット

をセットする必要があります。

1 INTAVAL 現在の PINTA ピンの値を示します。ホストのリード専用ビット

です。ライトしても影響はありません。PCI ホストが INTSRC 
ビットに 1 をライトするか、または DSP が DSP リセット・ソー

ス / ステータス・レジスタ（RSTSRC）内の INTRST ビットに 1 
をライトすると、PINTA がディアサートされます。リセット・

ソースは、PRST です。

0 PINTA はアサートされていません（インアクティブ）。

1 PINTA はアサートされています（アクティブ）。

0 INTSRC 最後の HSR クリア以降で PCI IRQ ソースがアクティブ。この

ビットが 1 の場合、DSP リセット・ソース / ステータス・レジス

タ（RSTSRC）内の INTREQ ビットをライトすることで、DSP が 
PINTA 割り込みをアサートしたことを示します。このとき、

INTAM ビットは 0（ゼロ）です。リセット・ソースは PRST で
す。
PCI ホストがこのビットに 1 をライトすることにより、このビッ

トはクリアされます。また、これにより PINTA 信号がネゲート

されます。

0 リードの場合、PINTA は最後にクリアされた後、アサートされ

ていません。ライトした場合、影響はありません。

1 リードの場合、PINTA は最後にクリアされた後にアサートされ

ています。ライトした場合、PINTA はディアサートされます。

これは、以降の割り込みをイネーブルにするわけではないこと
に注意してください。RSTSRC 内の INTRST ビットをセットし

て、以降の割り込みを許可する必要があります。15.3.1 項を参照

してください。

表 33. ホスト・ステータス・レジスタ（HSR）フィールドの説明（続き）

ビット フィールド 値 説明
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15.2.2 Host-to-DSP コントロール・レジスタ（HDCR）

Host-to-DSP コントロール・レジスタ（HDCR）を図 31 に示します。また、その説明

を表 34 に示します。

図 31. Host-to-DSP コントロール・レジスタ（HDCR）

凡例：H = ホスト・アクセス、R = リード専用、W = ライト専用、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

31 8

Reserved†

HR-0
7 3 2 1 0

Reserved † PCIBOOT DSPINT WARMRESET
HR-0 HR-0 HW-0 HW-0

表 34. Host-to-DSP コントロール・レジスタ（HDCR）フィールドの説明

ビット フィールド 値 説明

31-3 Reserved 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォルト値を返
します。このフィールドにどのような値をライトしても影響はあ
りません。このフィールドにライトすると、常にデフォルト値が
ライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保するた
めです。

2 PCIBOOT PCI ブート・モード。ホストのリード専用ビットです。ライトして
も影響はありません。リセット・ソースは RESET です。

0 DSP は PCI からブートしません。

1 DSP は PCI からブートします。

1 DSPINT DSP 割り込み。ホストのライト専用ビット。リードすると 0（ゼ
ロ）を返します。
PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）内の HOSTSW ビッ
ト経由で、コアに対して割り込みを生成します。PCI インターフェ
イスからブートする場合、この割り込みはコアをリセット状態か
ら解放します。それ以外の場合、割り込みをラッチするためには、
DSP コアはそのクロックを動作させ、PCI インタラプト・イネー
ブル・レジスタ（PCIIEN）内の HOSTSW ビットのマスクを解除し
ておく必要があります。リセット・ソースは、PRST です。

0 0（ゼロ）をライトしても無視されます。

1 DSP に対してホスト割り込みを生成します。

0 WARMRESET DSP ウォーム・リセット。ホストのライト専用ビット。
WARMRESET は、D0 のときのみ適用されます。WARMRESET は、
コアがパワー・マネージメント状態 D1、D2、または D3 のいずれ
かにある場合使用してはいけません。I/O アクセスはこれらの状態
では、ディスエーブルされています。リセット・ソースは RESET 
です。

0 0（ゼロ）をライトしても無視されます。

1 DSP をリセットします。DSP は 16 PCI サイクルの間、リセット状
態のままです。WARMRESET がライトされた後に 16 PCI クロック
経つまで、DSP にはアクセスすることはできません。
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15.2.3 DSP ページ・レジスタ（DSPP）

DSP ページ・レジスタ（DSPP）を図 32 に示します。また、その説明を表 35 に示します。

図 32. DSP ページ・レジスタ（DSPP）

凡例：H = ホスト・アクセス、R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値、- x = リセット後の値は不定
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

表 35. DSP ページ・レジスタ（DSPP）フィールドの説明

31 16

Reserved†

HR-0
15 11 10 9 0

Reserved† MAP PAGE
HR-0 HR-x HR/W-0

ビット フィールド 値 説明

31-11 Reserved 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォルト値を返
します。このフィールドにどのような値をライトしても影響はあ
りません。このフィールドにライトすると、常にデフォルト値が
ライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保するた
めです。

10 MAP DSP によって使用されているメモリ・マップを示します（C62x 
DSP のみ）。ホストのリード専用ビットです。ライトしても影響は

ありません。リセット・ソースは RESET です。

0 マップ 0

1 マップ 1

9-0 PAGE 0-3FFh プリフェッチ可能な（ベース 0）メモリ・アクセスに対して、4 M 
バイトのメモリ・ウィンドウを DSP アドレス・マップ内に配置し

ます。リセット・ソースは、PRST です。
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15.3 メモリ・マップド・レジスタ

PCI インターフェイスの DSP 制御 / ステータス用のメモリ・マップド・レジスタを

表 36 に示します。これらのレジスタにアクセスできるのは、DSP と PCI ホストの両

方です。これらのレジスタのメモリ・アドレスについては、各デバイスのデータシー

トを参照してください。

表 36. PCI メモリ・マップド・レジスタ

略称 レジスタ名 参照先

RSTSRC DSP リセット・ソース / ステータス・レジスタ 15.3.1

PMDCSR† パワー・マネージメント DSP コントロール /
ステータス・レジスタ

15.3.2

PCIIS PCI インタラプト・ソース・レジスタ 15.3.3

PCIIEN PCI インタラプト・イネーブル・レジスタ 15.3.4

DSPMA DSP マスター・アドレス・レジスタ 15.3.5

PCIMA PCI マスター・アドレス・レジスタ 15.3.6

PCIMC PCI マスター・コントロール・レジスタ 15.3.7

CDSPA カレント DSP アドレス・レジスタ 15.3.8

CPCIA カレント PCI アドレス・レジスタ 15.3.9

CCNT カレント・バイト・カウント・レジスタ 15.3.10

EEADD EEPROM アドレス・レジスタ 15.3.11

EEDAT EEPROM データ・レジスタ 15.3.12

EECTL EEPROM コントロール・レジスタ 15.3.13

HALT † PCI トランスファー・ホルト・レジスタ 15.3.14

TRCTL‡ PCI トランスファー・リクエスト・コントロール・レジスタ 15.3.15

†      このレジスタは C62x DSP にのみ適用されます。
‡ TRCTL レジスタは C64x DSP にのみ適用されます。
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15.3.1 DSP リセット・ソース / ステータス・レジスタ（RSTSRC）

DSP リセット・ソース / ステータス・レジスタ（RSTSRC）は DSP のリセット・ス

テータスを示します。最後にリセットさせたリセット・ソースが DSP からわかりま

す。RSTSRC を図 33 に示します。また、その説明を表 37 に示します。RST、PRST、
および WARMRST の各ビットは、RSTSRC をリードすることにより、クリアされま

す。

図 33. DSP リセット・ソース / ステータス・レジスタ（RSTSRC）

凡例：R = リード専用、W = ライト専用 ; -n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

31 8

Reserved†

R-0

7 6 5 4 3 2 1 0

Reserved† CFGERR CFGDONE INTRST INTREQ WARMRST PRST RST

R-0 R-0 R-0 W-0 W-0 R-0 R-0 R-1

表 37. DSP リセット・ソース / ステータス・レジスタ（RSTSRC）フィールドの説明

ビット フィールド † symval † 値 説明

31-7 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォ
ルト値を返します。このフィールドにどのような値を
ライトしても影響はありません。このフィールドにラ
イトすると、常にデフォルト値がライトされます。こ
れは将来的なデバイスの互換性を確保するためです。

6 CFGERR OF（値） コンフィギュレーション・エラー・ビット。エラーが
起きるのは、EEPROM からコンフィギュレーション・

レジスタをロードしようとしてチェックサムが合わな
い場合です。リード専用ビット。ライトしても影響は
ありません。リセット・ソースは、PRST です。

DEFAULT 0 コンフィギュレーション・エラーはありません。

1 EEPROM 自動初期化中にチェックサム・エラー。

5 CFGDONE OF（値） コンフィギュレーション保持ビット。EEPROM は PCI 
コンフィギュレーション・レジスタへのロードを完了
しました。リード専用ビット。ライトしても影響はあ
りません。リセット・ソースは、RESET です。

DEFAULT 0 コンフィギュレーション・レジスタはロードされてい
ません。

1 EEPROM からコンフィギュレーション・レジスタへの

ロードが完了しました。
† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_RSTSRC_field_symval を使用してください。



76 PCI（Peripheral Component Interconnect） SPRUE53

PCI レジスタ

4 INTRST OF（値） PINTA リセット・ビット。別のホスト割り込みが生成

される前に、このビットはアサートされる必要があり
ます。ライト専用ビット。リードすると 0（ゼロ）を

返します。リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
NO

0 0（ゼロ）をライトしても影響はありません。

YES 1 このビットに 1 をライトすると、PINTA はディアサー

トされ、割り込みロジックはリセットされて、以降の
割り込みがイネーブルされます。

3 INTREQ OF（値） 1 をライトすると DSP-to-PCI 割り込みをリクエストし

ます。ライト専用ビット。リードすると、0（ゼロ）

を返します。リセット・ソースは、RESET と Warm で
す。

DEFAULT
NO

0 0（ゼロ）をライトしても影響はありません。

YES 1 PINTA のアサーションが行われるのは、ホスト・ス

テータス・レジスタ（HSR）内の INTAM ビットが 0
（ゼロ）の場合です。

2 WARMRST OF（値） DSP へのホスト・ソフトウェア・リセットまたはパ

ワー・マネージメント・ウォーム・リセットが、最後
の RSTSRC リードまたは最後の RESET 以降に発生し

ました。リード専用ビット。ライトしても影響はあり
ません。
Host-to-DSP コントロール・レジスタ（HDCR）内の 
WARMRESET ビットに 0（ゼロ）をライトするか、ま

たは D2、D3 のいずれかからのパワー・マネージメン

ト・リクエストにより、このビットはセットされま
す。RSTSRC をリードするか、または RESET アサー

ションによりクリアされます。リセット・ソースは、
RESET です。

DEFAULT 0 最後の RSTSRC のリードまたは RESET 以降に、

ウォーム・リセットはありません。

1 最後の RSTSRC のリードまたは RESET 以降に、

ウォーム・リセットが行われました。

1 PRST OF（値） 最後の RSTSRC リードまたは RESET アサーション以

降に、PRST リセットが発生したことを示します。

リード専用ビット。ライトしても影響はありません。
RSTSRC をリードするか、または RESET アクティブに

よりクリアされます。PRST がアクティブ（Low）のま

まになっている場合、このビットは常に 1 としてリー

ドされます。リセット・ソースは、RESET です。

DEFAULT 0 最後の RSTSRC リード以降に、PRST リセットはあり

ません。

表 37. DSP リセット・ソース / ステータス・レジスタ（RSTSRC）フィールドの説明（続き）

ビット フィールド † symval † 値 説明

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_RSTSRC_field_symval を使用してください。
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15.3.2 パワー・マネージメント DSP コントロール / ステータス・レジスタ
（PMDCSR）（C62x DSP のみ）

パワー・マネージメント DSP コントロール / ステータス・レジスタ（PMDCSR）を

使用して、パワー・マネージメント・コントロールを行うことが可能です。PMDCSR
を図 34 に示します。また、その説明を表 38 に示します。

図 34. パワー・マネージメント DSP コントロール / ステータス・レジスタ
（PMDCSR）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値、- x = リセット後の値は不定
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

1 最後の RSTSRC リード以降に、PRST リセットが行わ

れました。

0 RST OF（値） 最後の RSTSRC リード以降に、デバイス・リセット

（RESET）が発生したことを示します。リード専用

ビット。ライトしても影響はありません。
RSTSRC をリードすることにより、クリアされます。

リセット・ソースは、RESET です。

0 最後の RSTSRC リード以降に、デバイス・リセット

（RESET）はありません。

DEFAULT 1 最後の RSTSRC リード以降に、デバイス・リセット

（RESET）が行われました。

31 19 18 11 10 9 8

Reserved† HWPMECTL D3WARMONWKP D2WARMONWKP PMEEN

R-0 R/W-10001000 R-x R-x R/W-x

7 6 5 4 3 2 1 0

PWRWKP PMESTAT PMEDRVN AUXDETECT CURSTATE REQSTATE
R-x R-x/W-0 R-0 R-x R/W-0 R-0

表 37. DSP リセット・ソース / ステータス・レジスタ（RSTSRC）フィールドの説明（続き）

ビット フィールド † symval † 値 説明

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_RSTSRC_field_symval を使用してください。
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表 38. パワー・マネージメント DSP コントロール / ステータス・レジスタ（PMDCSR）フィー
ルドの説明

ビット フィールド  † symval † 値 説明

31-19 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデ
フォルト値を返します。このフィールドにどのよ
うな値をライトしても影響はありません。この
フィールドにライトすると、常にデフォルト値が
ライトされます。これは将来的なデバイスの互換
性を確保するためです。

18-11 HWPMECTL OF（値） 0-FFh ハードウェアによる PME 制御。対応するビットが

セットされると、PWR_WKP がアクティブなとき

ハードウェアにより PME が自動的に生成される

ようになります。リセット・ソースは、RESET で
す。

- 0 予約

REQD0 1h リクエストされた状態 = 00

REQD1 2h リクエストされた状態 = 01

REQD2 3h リクエストされた状態 = 10

REQD3 4h リクエストされた状態 = 11

- 5h-87h 予約

DEFAULT 88h 予約

- 89h-FFh 予約

10 D3WARMONWKP OF（値） D3 からのウォーム・リセット。リード専用ビッ

ト。ライトしても影響はありません。ウォーム・
リセットが PWR_WKP から生成されるのは、次の

2 つの条件が真の場合です。

❏ PRST（PCI リセット）がディアサートされて
いる

❏ PCLK がアクティブ

リセット・ソースは、RESET です。

DEFAULT 0 ウォーム・リセットは PWR_WKP がアサートされ

る（Low）とき生成されません。

1 現在の状態が D3 の場合、ウォーム・リセットは

PWR_WKP がアサートされるとき生成されます。
† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PMDCSR_field_symval を使用してください。
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9 D2WARMONWKP OF（値） D2 からのウォーム・リセット。リード専用ビッ

ト。ライトしても影響はありません。ウォーム・
リセットが PWR_WKP から生成されるのは、次の

2 つの条件が真の場合です。

❏ PRST（PCI リセット）がディアサートされて
いる

❏ PCLK がアクティブ

リセット・ソースは、RESET です。

DEFAULT 0 ウォーム・リセットは PWR_WKP がアサートされ

る（Low）とき生成されません。

1 現在の状態が D2 の場合、ウォーム・リセットは

PWR_WKP がアサートされるとき 生成されます。

8 PMEEN OF（値） PME アサーション・イネーブル・ビット。リード

すると、パワー・マネージメント・コントロール
/ ステータス・レジスタ（PMCSR）内の PMEEN
ビットの現在の値を返します。1 をライトすると、

PMCSR 内の PMEEN ビットと PMESTAT ビット

をクリアします。0（ゼロ）をライトしても、影響

はありません。

DEFAULT 0 PMCSR 内の PMEEN ビットは 0（ゼロ）です。PME
アサーションは、ディスエーブルです。

CLR 1 PMCSR 内の PMEEN ビットは 1 です。PME ア
サーションは、イネーブルです。リセット・ソー
スは RESET と Warm です。

7 PWRWKP OF（値） PWRWKP ピンの値。リード専用ビット。ライトし

ても影響はありません。リセット・ソースはあり
ません。

DEFAULT 0 PWR_WKP ピンは Low です。

1 PWR_WKP ピンは High です。

6 PMESTAT OF（値） PMESTAT スティッキー・ビットの値。リードする

と、パワー・マネージメント・コントロール / ス

テータス・レジスタ（PMCSR）内の PMESTAT ビッ

トの現在の値を返します。PMESTAT ビットと

PMEEN ビットに同時に 1 がライトされると、

PMEEN ビットと PMESTAT ビットがクリアされ

ます。0（ゼロ）をライトしても影響はありません。

DEFAULT 0 影響ありません。

SET 1 PMCSR 内の PMESTAT ビットを強制的に 1 にし

ます。リセット・ソースは RESET と Warm です。

表 38. パワー・マネージメント DSP コントロール / ステータス・レジスタ（PMDCSR）フィー
ルドの説明（続き）

ビット フィールド  † symval † 値 説明

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PMDCSR_field_symval を使用してください。
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5 PMEDRVN OF（値） High にドライブされる PME。DSP は、PME ピン

をアクティブ High にドライブします。リード専用

ビット。ライトしても影響はありません。リセッ
ト・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 DSP が PMDCSR をリードしました。ただし、

PMEEN ビットと PMESTAT ビットの両方が High
のままになっている場合、ビットは再びセットさ
れます。

1 パワー・マネージメント・コントロール / ステー

タス・レジスタ（PMCSR）内の PMEEN ビットと

PMESTAT ビットは High です。

4 AUXDETECT OF（値） 3.3 VauxDET ピンの値。リード専用ビット。ライト

しても影響はありません。リセット・ソースは

RESET と Warm です。

DEFAULT 0 3.3 VauxDET は Low です。

1 3.3 VauxDET は High です。

3-2 CURSTATE OF（値） 0-3h 現在のパワー状態。デバイスの現在のパワー・マ
ネージメント状態を反映します。状態の変更に応
じて、デバイスは CURSTATE ビットを変更する必

要があります。ここに書かれている値は、パワー・
マネージメント・コントロール / ステータス・レ

ジスタ（PMCSR）内の PWRSTATE ビットを PCI
リードする際に使用されます。リセット・ソース
は RESET です（PRST またはウォーム・リセット

の影響を受けません）。

DEFAULT
D0

0 現在の状態 = 00

D1 1h 現在の状態 = 01

D2 2h 現在の状態 = 10

D3 3h 現在の状態 = 11

1-0 REQSTATE OF（値） 0-3h 最後にリクエストされたパワー状態。パワー・マ
ネージメント・コントロール / ステータス・レジ

スタ（PMCSR）内の PWRSTATE ビットに、ホス

トがライトした最後の値。RESET または PRST に
より、00b にクリアされます。リード専用ビット。

ライトしても影響はありません。リセット・ソー
スは RESET と PRST です。

DEFAULT 0

表 38. パワー・マネージメント DSP コントロール / ステータス・レジスタ（PMDCSR）フィー
ルドの説明（続き）

ビット フィールド  † symval † 値 説明

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PMDCSR_field_symval を使用してください。
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15.3.3 PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）

PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）は、割り込みソースの状態を示しま

す。ビットに 1 をライトすると、条件がクリアされます。ビットに 0（ゼロ）をライ

トしても、リードしても、影響ありません。PCIIS を図 35 に示します。また、その

説明を表 39 に示します。

図 35. PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。
‡ このビットは C64x DSP では予約領域です。

31 16

Reserved†

R-0

15 13 12 11 10 9 8

Reserved† DMAHALTED‡ PRST Reserved † EERDY CFGERR

R-0 R/W-0 R/W-0 R-0 R/W-0 R/W-0

7 6 5 4 3 2 1 0

CFGDONE MASTEROK PWRHL PWRLH HOSTSW PCIMASTER PCITARGET PWRMGMT

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

表 39. PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）フィールドの説明

ビット フィールド  † symval  † 値 説明

31-13 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデ
フォルト値を返します。このフィールドにどのよう
な値をライトしても影響はありません。このフィー
ルドにライトすると、常にデフォルト値がライトさ
れます。これは将来的なデバイスの互換性を確保す
るためです。

12 DMAHALTED OF（値） DMA 転送ホルト・イネーブル・ビット（C62x DSP の
み）。リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 補助 DMA 転送は停止されません。

CLR 1 補助 DMA 転送は停止しました。
† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PCIIS_field_symval を使用してください。
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11 PRST OF（値） PCI リセット変更状態ビット。リセット・ソースは

RESET と Warm です。

DEFAULT
NOCHG

0 PCI リセットの状態は変更されませんでした。

CHGSTATE 1 PCI リセットの状態が変更されました。

10 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデ
フォルト値を返します。このフィールドにどのよう
な値をライトしても影響はありません。このフィー
ルドにライトすると、常にデフォルト値がライトさ
れます。これは将来的なデバイスの互換性を確保す
るためです。

9 EERDY OF（値） EEPROM レディ・ビット。リセット・ソースは RESET
と Warm です。

DEFAULT 0 EEPROM は新しいコマンドを受け入れる準備ができ

ていません。

CLR 1 EEPROM は新しいコマンドを受け入れる準備ができ

ています。また、データ・レジスタをリードできます。

8 CFGERR OF（値） コンフィギュレーション・エラー・ビット。リセッ
ト・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 PCI 自動初期化時にチェックサムが合わないことは

ありませんでした。

CLR 1 PCI 自動初期化時にチェックサムが合いませんでし

た。PRST のアサートによる初期化後に、チェックサ

ム・エラーがあるとセットされます。WARM 後に、初

期化が行われチェックサム・エラーがあるとセットさ
れます。

7 CFGDONE OF（値） コンフィギュレーション保持ビット。リセット・ソー
スは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 PCI コンフィギュレーション・レジスタのコンフィ

ギュレーションが完了していません。

CLR 1 PCI コンフィギュレーション・レジスタのコンフィ

ギュレーションは完了しています。PRST のアサート

による初期化後にセットされます。WARM 後に、初

期化が行われるとセットされます。

6 MASTEROK OF（値） PCI マスター・トランザクション完了ビット。リセッ

ト・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 PCI マスター・トランザクション完了割り込みは発生

していません。

CLR 1 PCI マスター・トランザクション完了割り込み。

表 39. PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）フィールドの説明（続き）

ビット フィールド  † symval  † 値 説明

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PCIIS_field_symval を使用してください。
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5 PWRHL OF（値） PWRWKP ビットの High から Low への遷移。リセッ

ト・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 PWRWKP ビットで High から Low への遷移はありま

せん。

CLR 1 PWRWKP ビットで High から Low への遷移。

4 PWRLH OF（値） PWRWKP ビットの Low から High への遷移。リセッ

ト・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 PWRWKP ビットで Low から High への遷移はありま

せん。

CLR 1 PWRWKP ビットでの Low から High への遷移。

3 HOSTSW OF（値） ホスト・ソフトウェア・リクエスト・ビット。リセッ
ト・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 ホスト・ソフトウェア・リクエスト割り込みはありま
せん。

CLR 1 ホスト・ソフトウェア・リクエスト割り込み（PCI か
らのブート後、DSP を起動するためにこのビットを

セットする必要があります）。

2 PCIMASTER OF（値） マスター・アボート受信ビット。リセット・ソースは

RESET と Warm です。

DEFAULT 0 マスター・アボートを受信していません。

CLR 1 マスター・アボートを受信しました。

1 PCITARGET OF（値） ターゲット・アボート受信ビット。リセット・ソース
は RESET と Warm です。

DEFAULT 0 ターゲット・アボートを受信していません。

CLR 1 ターゲット・アボートを受信しました。

0 PWRMGMT OF（値） パワー・マネージメント状態遷移ビット。リセット・
ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 パワー・マネージメント状態遷移割り込みはありませ
ん。

CLR 1 パワー・マネージメント状態遷移割り込み（DSP ク
ロックが動いていない場合、セットされません）。

表 39. PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）フィールドの説明（続き）

ビット フィールド  † symval  † 値 説明

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PCIIS_field_symval を使用してください。
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15.3.4 PCI インタラプト・イネーブル・レジスタ（PCIIEN）

PCI インタラプト・イネーブル・レジスタ（PCIIEN）は、PCI 割り込みをイネーブ

ルにします。DSP が割り込みを監視する場合、DSP ソフトウェアは CPU コントロー

ル・ステータス・レジスタ（CSR）および CPU インタラプト・イネーブル・レジス

タ（IER）内の適切なビットをセットする必要があります。

デバイス・リセット（RESET）後にイネーブルされている割り込みは、HOSTSW 割
り込みだけです。これにより、PCI ホストは Host-to-DSP コントロール・レジスタ

（HDCR）内の DSPINT ビットにライトすることにより DSP を起動できます。PCIIEN
を図 36 に示します。また、その説明を表 40 に示します。

図 36. PCI インタラプト・イネーブル・レジスタ（PCIIEN）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。
‡ これらの予約ビットには常に 0（ゼロ）をライトして下さい。これらのビットに 1 をライトすると未定義の動作に

入ってしまいます。

31 16

Reserved †

R-0

15 13 12 11 10 9 8

Reserved † Reserved‡ PRST Reserved‡ EERDY CFGERR

R-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

7 6 5 4 3 2 1 0

CFGDONE MASTEROK PWRHL PWRLH HOSTSW PCIMASTER PCITARGET PWRMGMT

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-1 R/W-0 R/W-0 R/W-0

表 40. PCI インタラプト・イネーブル・レジスタ（PCIIEN）フィールドの説明

ビット フィールド  † symval  † 値 説明

31-13 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォル
ト値を返します。このフィールドにどのような値をライ
トしても影響はありません。このフィールドにライトす
ると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来
的なデバイスの互換性を確保するためです。

12 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションからは常に 0（ゼ

ロ）がリードされます。この予約ビットには常に 0（ゼ

ロ）をライトして下さい。このビットに 1 をライトする

と、未定義の動作に入ってしまいます。

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PCIIEN_field_symval を使用してください。
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11 PRST OF（値） PRST 遷移割り込みイネーブル・ビット。リセット・

ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
DISABLE

0 PRST 遷移割り込みはディスエーブルです。

ENABLE 1 PRST 遷移割り込みはイネーブルです。

10 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは常に 0（ゼロ）

としてリードされます。この予約済みビットには常に 0
（ゼロ）をライトして下さい。このビットに 1 をライト

すると、未定義の動作に入ってしまいます。

9 EERDY OF（値） EEPROM レディ割り込みイネーブル・ビット。リセッ

ト・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
DISABLE

0 EEPROM レディ割り込みはディスエーブルです。

ENABLE 1 EEPROM レディ割り込みはイネーブルです。

8 CFGERR OF（値） コンフィギュレーション・エラー割り込みイネーブル・
ビット。リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
DISABLE

0 コンフィギュレーション・エラー割り込みはディスエー
ブルです。

ENABLE 1 コンフィギュレーション・エラー割り込みはイネーブル
です。

7 CFGDONE OF（値） コンフィギュレーション完了割り込みイネーブル・ビッ
ト。リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
DISABLE

0 コンフィギュレーション完了割り込みはディスエーブル
です。

ENABLE 1 コンフィギュレーション完了割り込みはイネーブルで
す。

6 MASTEROK OF（値） PCI マスター・トランザクション完了割り込みイネーブ

ル・ビット。リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
DISABLE

0 PCI マスター・トランザクション完了割り込みはディス

エーブルです。

ENABLE 1 PCI マスター・トランザクション完了割り込みはイネー

ブルです。

表 40. PCI インタラプト・イネーブル・レジスタ（PCIIEN）フィールドの説明（続き）

ビット フィールド  † symval  † 値 説明

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PCIIEN_field_symval を使用してください。
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5 PWRHL OF（値） High から Low への PWRWKP 割り込みイネーブル・ビッ

ト。リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
DISABLE

0 High から Low への PWRWKP 割り込みはディスエーブル

です。

ENABLE 1 High から Low への PWRWKP 割り込みはイネーブルで

す。

4 PWRLH OF（値） Low から High への PWRWKP 割り込みイネーブル・ビッ

ト。リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
DISABLE

0 Low から High への PWRWKP 割り込みはディスエーブル

です。

ENABLE 1 Low から High への PWRWKP 割り込みはイネーブルで

す。

3 HOSTSW OF（値） ホスト・ソフトウェア・リクエスト割り込みイネーブ
ル・ビット。リセット・ソースは RESET と Warm です。

DISABLE 0 ホスト・ソフトウェア・リクエスト割り込みはディス
エーブルです。

DEFAULT
ENABLE

1 ホスト・ソフトウェア・リクエスト割り込みはイネーブ
ルです。

2 PCIMASTER OF（値） PCI マスター・アボート割り込みイネーブル・ビット。

リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
DISABLE

0 PCI マスター・アボート割り込みはディスエーブルです。

ENABLE 1 PCI マスター・アボート割り込みはイネーブルです。

1 PCITARGET OF（値） PCI ターゲット・アボート割り込みイネーブル・ビット。

リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
DISABLE

0 PCI ターゲット・アボート割り込みはディスエーブルで

す。

ENABLE 1 PCI ターゲット・アボート割り込みはイネーブルです。

0 PWRMGMT OF（値） パワー・マネージメント状態遷移割り込みイネーブル・
ビット。リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT
DISABLE

0 パワー・マネージメント状態遷移割り込みはディスエー
ブルです。

ENABLE 1 パワー・マネージメント状態遷移割り込みはイネーブル
です。

表 40. PCI インタラプト・イネーブル・レジスタ（PCIIEN）フィールドの説明（続き）

ビット フィールド  † symval  † 値 説明

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PCIIEN_field_symval を使用してください。
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15.3.5 DSP マスター・アドレス・レジスタ（DSPMA）

DSP マスター・アドレス・レジスタ（DSPMA）は、DSP マスター・リード用のデス

ティネーション・データの DSP アドレス・ロケーション、または DSP マスター・ラ

イト用のソース・データのアドレス・ロケーションを含んでいます。DSPMA には、

アドレス変更を制御するビットもあります。DSPMA はワードアラインされていま

す。DSPMA を図 37 に示します。また、その説明を表 41 に示します。

図 37. DSP マスター・アドレス・レジスタ（DSPMA）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値
† このビットは、C6205 DSP でのみ有効です。C64x DSP では、このビットは予約領域であり、0（ゼロ）をライトして

下さい。
‡ このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

表 41. DSP マスター・アドレス・レジスタ（DSPMA）フィールドの説明

31 2 1 0
ADDRMA AINC† Rsvd‡

R/W-0 R/W-0 R-0

ビット フィールド  † symval  † 値 説明

31-2 ADDRMA OF（値） 0-3FFFFFFFh PCI マスター・トランザクション用の DSP ワード・ア

ドレス。リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 ADDRMA 自動インクリメントはイネーブルです。

1 AINC OF（値） DSP マスター・アドレスの自動インクリメント・

モード（C6205 DSP のみ）。リセット・ソースは 
RESET と Warm です。

C64x DSP では、このビットは予約領域であり、ｓ0
（ゼロ）をライトして下さい。PCI マスター転送の場

合、C64x DSP の PCI ポートは固定アドレッシングを

サポートしていません。すべての転送は DSP メモリ

内のリニアにインクリメントするアドレスに対して
行われます。
注：C62x DSP と C64x DSP ともに、自動インクリメ

ントは DSPMA の下位 24 ビットだけに影響を与えま

す。結果的に、自動インクリメントは 16 M バイト境

界を超えることはありません。インクリメントした
結果、境界を超えると循環します。

DEFAULT
ENABLE

0 ADDRMA 自動インクリメントはイネーブルです。

DISABLE 1 ADDRMA 自動インクリメントはディスエーブルです。

0 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデ
フォルト値を返します。このフィールドにどのよう
な値をライトしても影響はありません。このフィー
ルドにライトすると、常にデフォルト値がライトさ
れます。これは将来的なデバイスの互換性を確保す
るためです。

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_DSPMA_field_symval を使用してください。



88 PCI（Peripheral Component Interconnect） SPRUE53

PCI レジスタ

15.3.6 PCI マスター・アドレス・レジスタ（PCIMA）

PCI マスター・アドレス・レジスタ（PCIMA）は、PCI ワード・アドレスを含みま

す。DSP マスター・リードの場合、PCIMA にはソース・アドレスがあります。DSP
マスター・ライトの場合、PCIMA にはデスティネーション・アドレスがあります。

PCIMA を図 38 に示します。また、その説明を表 42 に示します。

図 38. PCI マスター・アドレス・レジスタ（PCIMA）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

表 42. PCI マスター・アドレス・レジスタ（PCIMA）フィールドの説明

31 2 1 0

ADDRMA Reserved†

R/W-0 R-0

ビット フィールド † symval † 値 説明

31-2 ADDRMA OF（値） 0-3FFF FFFFh PCI マスター・トランザクション用の PCI  
ワード・アドレス。リセット・ソースは 
RESET と Warm です。

DEFAULT 0

1-0 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常
にデフォルト値を返します。このフィールド
にどのような値をライトしても影響はありま
せん。このフィールドにライトすると、常に
デフォルト値がライトされます。これは将来
的なデバイスの互換性を確保するためです。

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PCIMA_ADDRMA_symval を使用してください。
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15.3.7 PCI マスター・コントロール・レジスタ（PCIMC）

PCI マスター・コントロール・レジスタ（PCIMC）にあるものは、次のとおりです。

❏ DSP と PCI 間の転送を開始するスタート・ビット。

❏ 転送カウント。これは、転送するバイト数を指定します（最大 64 K － 1  バイト）。

❏ リードすると転送状態を示します。

PCIMC を図 39 に示します。また、その説明を表 43 に示します。

図 39. PCI マスター・コントロール・レジスタ（PCIMC）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。
‡ この予約ビットには常に 0（ゼロ）をライトして下さい。このビットに 1 をライトすると、未定義の動作に入ってし

まいます。

31 16

CNT

R/W-0

15 4 3 2 0

Reserved† Reserved‡ START

R-0 R/W-0 R/W-0
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表 43. PCI マスター・コントロール・レジスタ（PCIMC）フィールドの説明

ビット フィールド  † symval  † 値 説明

31-16 CNT OF（値） 0-FFFFh 転送カウントは転送するバイト数を指定します。
リセット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0

15-4 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常に
デフォルト値を返します。このフィールドにど
のような値をライトしても影響はありません。
このフィールドにライトすると、常にデフォル
ト値がライトされます。これは将来的なデバイ
スの互換性を確保するためです。

3 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションからは常
に 0（ゼロ）がリードされます。この予約ビット

には常に 0（ゼロ）をライトして下さい。この

ビットに 1 をライトすると、未定義の動作に入っ

てしまいます。

2-0 START OF（値） 0-7h リードまたはライト・マスター・トランザク
ションを開始します。トランザクションが完了
すると START ビットは 000b に戻ります。アク

ティブなマスター転送中は、START ビットのラ

イトや変更を行ってはいけません。PCI バスが転

送中にリセットされると、転送は中止され、
FIFO はフラッシュされます（CPU 割り込みは 
PRST の遷移によって生成されます）。START 
ビットは CNT ビットが 0000h ではない場合にの

みセットされます。リセット・ソースは RESET、
PRST と Warm です。

DEFAULT
FLUSH

0 トランザクションは開始されていないか、現在
のトランザクションをフラッシュしています。

WRITE 1h マスター・ライト・トランザクションを開始し
ます。

READPREF 2h プリフェッチ可能メモリに対してマスター・
リード・トランザクションを開始します。

READNOPREF 3h プリフェッチ不可能メモリに対してマスター・
リード・トランザクションを開始します。

CONFIGWRITE 4h コンフィギュレーション・ライトを開始します。

CONFIGREAD 5h コンフィギュレーション・リードを開始します。

IOWRITE 6h I/O ライトを開始します。

IOREAD 7h I/O リードを開始します。

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_PCIMC_field_symval を使用してください。
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15.3.8 カレント DSP アドレス・レジスタ（CDSPA）

カレント DSP アドレス・レジスタ（CDSPA）には、マスター・トランザクション用

の現在の DSP アドレスがあります。CDSPA を図 40 に示します。また、その説明を

表 44 に示します。

図 40. カレント DSP アドレス（CDSPA）

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値

表 44. カレント DSP アドレス（CDSPA）フィールドの説明

15.3.9 カレント PCI アドレス・レジスタ（CPCIA）

カレント PCI アドレス・レジスタ（CPCIA）には、マスター・トランザクション用

の現在の PCI アドレスがあります。CPCIA を図 41 に示します。また、その説明を表

45 に示します。

図 41. カレント PCI アドレス・レジスタ（CPCIA）

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値

表 45. カレント PCI アドレス・レジスタ（CPCIA）フィールドの説明

31 0

CDSPA

R-0

ビット フィールド † symval † 値 説明

31-0 CDSPA OF（値） 0-FFFF FFFFh マスター・トランザクション用の現在の DSP ア
ドレス。リセット・ソースは RESET と Warm で
す。

DEFAULT 0
† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_CDSPA_CDSPA_symval を使用してください。

31 0

CPCIA

R-0

ビット フィールド † symval † 値 説明

31-0 CPCIA OF（値） 0-FFFFFFFFh マスター・トランザクション用の現在の DSP ア
ドレス。リセット・ソースは RESET、PRST と 
Warm です。

DEFAULT 0
† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_CPCIA_CPCIA_symval を使用してください。
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15.3.10 カレント・バイト・カウント・レジスタ（CCNT）

カレント・バイト・カウント・レジスタ（CCNT）は、現在のマスター・トランザク

ションで残されているバイト数を含んでいます。CCNT を図 42 に示します。また、

その説明を表 46 に示します。

図 42. カレント・バイト・カウント・レジスタ（CCNT）

凡例：R = リード専用、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

表 46. カレント・バイト・カウント・レジスタ（CCNT）フィールドの説明

31 16

Reserved†

R-0

15 0

CCNT

R-0

ビット フィールド † symval † 値 説明

31-16 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデ
フォルト値を返します。このフィールドにどのよう
な値をライトしても影響はありません。このフィー
ルドにライトすると、常にデフォルト値がライトさ
れます。これは将来的なデバイスの互換性を確保す
るためです。

15-0 CCNT OF（値） 0-FFFFh マスター・トランザクションで残されているバイト
数。リセット・ソースは RESET、PRST と Warm で
す。

DEFAULT 0
† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_CCNT_CCNT_symval を使用してください。
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15.3.11 EEPROM アドレス・レジスタ（EEADD）

EEPROM アドレス・レジスタ（EEADD）には、EEPROM アドレスがあります。EEADD
を図 43 に示します。また、その説明を表 47 に示します。

図 43. EEPROM アドレス・レジスタ（EEADD）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

表 47. EEPROM アドレス・レジスタ（EEADD）フィールドの説明

31 16

Reserved†

R-0
15 10 9 0

Reserved† EEADD

R-0 R/W-0

ビット フィールド † symval † 値 説明

31-10 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデ
フォルト値を返します。このフィールドにどのよう
な値をライトしても影響はありません。このフィー
ルドにライトすると、常にデフォルト値がライトさ
れます。これは将来的なデバイスの互換性を確保す
るためです。

9-0 EEADD OF（値） 0-3FFh EEPROM アドレス。リセット・ソースは RESET と 
Warm です。

DEFAULT 0
† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_EEADD_EEADD_symval を使用してください。
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15.3.12 EEPROM データ・レジスタ（EEDAT）

EEPROM データ・レジスタ（EEDAT）は、ライト時に EEPROM にユーザーのデー

タをクロック・アウト、リード時に EEPROM データをストアするために使用されま

す。EEPROM にライトする場合、EEDAT にライトされたデータはただちに内部レジ

スタに転送されます。この時点で、DSP が EEDAT をリードしても、ライトされた

EEPROM データの値は返しません。内部レジスタにストアされているライト・デー

タは、2 ビットのオペコードが EEPROM コントロール・レジスタ（EECTL）内の

EECNT ビットにライトされるとすぐに、ピン上にシフト・アウトされます。EEPROM
をリードする場合、EECTL 内の READY ビットが 1 にセットされるとすぐに、デー

タは EEDAT で使用可能になります。EEDAT を図 44 に示します。また、その説明を

表 48 に示します。

図 44. EEPROM データ・レジスタ（EEDAT）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

表 48. EEPROM データ・レジスタ（EEDAT）フィールドの説明

31 16

Reserved† 

R-0

15 0

EEDAT

R/W-0

ビット フィールド † symval † 値 説明

31-16 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデ
フォルト値を返します。このフィールドにどのよう
な値をライトしても影響はありません。このフィー
ルドにライトすると、常にデフォルト値がライトさ
れます。これは将来的なデバイスの互換性を確保す
るためです。

15-0 EEDAT OF（値） 0-FFFFh EEPROM データ。リセット・ソースは RESET と 
Warm です。

DEFAULT 0
† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_EEDAT_EEDAT_symval を使用してください。
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15.3.13 EEPROM コントロール・レジスタ（EECTL）

EEPROM コントロール・レジスタ（EECTL）には、2 ビットのオペコード・ビット

（EECNT）および EEPROM のサイズ（パワーオン・リセット時に、EESZ[2-0] ピン

からラッチされる EESZ）を示すリード専用ビットのフィールドがあります。EECTL
内の READY ビットは、最後のオペレーションが完了し、EEPROM が新しい命令を

受け付けることができるタイミングを示します。READY ビットがクリアされるの

は、新しいオペコードが EECNT ビットにライトされるときです。EEPROM コマン

ドが完了したときに割り込みを生成することも可能です。PCI インタラプト・ソー

ス・レジスタ（PCIIS）と PCI  インタラプト・イネーブル・レジスタ（PCIIEN）内

の EERDY ビットが、割り込み動作を制御します。EECTL を図 45 に示します。ま

た、その説明を表 49 に示します。

図 45. EEPROM コントロール・レジスタ（EECTL）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値、- x = リセット後の値は不定
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

31 16

Reserved † 

R-0

15 9 8

Reserved † CFGDONE

R-0 R-0

7 6 5 3 2 1 0

CFGERR EEAI EESZ READY EECNT

R-0 R-x R-x R-0 R/W-0

表 49. EEPROM コントロール・レジスタ（EECTL）フィールドの説明

ビット フィールド  † symval † 値 説明

31-9 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォル
ト値を返します。このフィールドにどのような値をライ
トしても影響はありません。このフィールドにライトす
ると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来
的なデバイスの互換性を確保するためです。

8 CFGDONE OF（値） コンフィギュレーション終了ビット。リセット・ソース
は、RESET です。

DEFAULT 0 コンフィギュレーションは終了していません。

1 コンフィギュレーションは終了しました。
†  CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_EECTL_field_symval を使用してください。
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7 CFGERR OF（値） チェックサム・フェールド・エラー・ビット。リセッ
ト・ソースは、RESET です。

DEFAULT 0 チェックサム・エラーはありません。

1 チェックサム・エラー。

6 EEAI OF（値） パワーオン・リセット時の EEAI ピンの状態。リセッ

ト・ソースは、RESET です。

DEFAULT 0 PCI はデフォルトの値を使用します。

1 EEPROM から PCI コンフィギュレーション・レジスタの

値をリードします。

5-3 EESZ OF（値） 0-7h パワーオン・リセット時の EESZ ピンの状態。リセッ

ト・ソースは、RESET です。

DEFAULT 0 EEPROM はありません。

1h 1 K ビット（C6205 DSP のみ）

2h 2 K ビット（C6205 DSP のみ）

3h 4 K ビット

4h 16 K ビット（C6205 DSP のみ）

5h-7h 予約

2 READY OF（値） EEPROM は新しいコマンドを受け付けることができま

す。EECNT ビットにライトするとクリアされます。リ

セット・ソースは RESET と Warm です。

DEFAULT 0 EEPROM は新しいコマンドを受け付けることができませ

ん。

1 EEPROM は新しいコマンドを受け付けることができま

す。

1-0 EECNT OF（値） 0-3h EEPROM オペコード。このフィールドにライトすると、

シリアル・オペーレーションを開始。リセット・ソース
は RESET と Warm です。

DEFAULT
EWEN

0 ライト・イネーブル（アドレス = 11xxxx）

ERAL 0 すべてのメモリ・ロケーションを消去します（アドレス 
= 10xxxx）

WRAL 0 すべてのメモリ・ロケーションをライトします（アドレ
ス = 01xxxx）

EWDS 0 プログラミング命令をディスエーブルにします（アドレ
ス = 00xxxx）

WRITE 1h アドレスのメモリにライトします

READ 2h 特定のアドレスのデータをリードします

ERASE 3h アドレスのメモリを消去します

表 49. EEPROM コントロール・レジスタ（EECTL）フィールドの説明（続き）

ビット フィールド  † symval † 値 説明

†  CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_EECTL_field_symval を使用してください。
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15.3.14 PCI トランスファー・ホルト・レジスタ（HALT）（C62x DSP のみ）

PCI トランスファー・ホルト・レジスタ（HALT）を使用すると、C62x DSP は、補

助 DMA チャネルへの内部転送リクエストを終了させることができます。HALT を図

46 に示します。また、その説明を表 50 に示します。

図 46. PCI トランスファー・ホルト・レジスタ（HALT）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

表 50. PCI トランスファー・ホルト・レジスタ（HALT）フィールドの説明

31 1 0

Reserved † HALT

R-0 R/W-0

ビット フィールド † symval † 値 説明

31-1 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォル
ト値を返します。このフィールドにどのような値をライ
トしても影響はありません。このフィールドにライトす
ると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来
的なデバイスの互換性を確保するためです。

0 HALT OF（値） 内部転送リクエストを停止するビット。リセット・ソー
スは RESET、PRST と Warm です。

DEFAULT 0 影響ありません。

SET 1 HALT は PCI ポートのマスター / スレーブ補助 DMA 転
送リクエストを阻止します。

†  CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_HALT_HALT_symval を使用してください。
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15.3.15 PCI トランスファー・リクエスト・コントロール・レジスタ（TRCTL）
（C64x DSP のみ）

PCI トランスファー・リクエスト・コントロール・レジスタ（TRCTL）は PCI がそ

のリクエストを EDMA サブシステムに出す方法を制御します。TRCTL を図 47 に示

します。また、その説明を表 51 に示します。

図 47. PCI トランスファー・リクエスト・コントロール・レジスタ（TRCTL）

凡例：R = リード専用、R/W = リード / ライト、- n = リセット後の値
† このフィールドにライトすると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来的なデバイスの互換性を確保する

ためです。

31 16

Reserved †

R-0

15 9 8

Reserved † TRSTALL

R-0 R/W-0

7 6 5 4 3 0

Reserved † PRI PALLOC

R-0 R/W-10 R/W-0100

表 51. PCI トランスファー・リクエスト・コントロール・レジスタ（TRCTL）フィール
ドの説明

ビット フィールド  † symval † 値 説明

31-9 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォル
ト値を返します。このフィールドにどのような値をライ
トしても影響はありません。このフィールドにライトす
ると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来
的なデバイスの互換性を確保するためです。

8 TRSTALL OF（値） 強制的に EDMA へのすべての PCI リクエストをストー

ルします。このビットを使用することで、安全に 
PALLOC フィールドと PRI フィールドを変更できます。

DEFAULT 0 PCI はリクエストを EDMA に出すことができます。

1 EDMA に対する新しい PCI リクエストを生成させないよ

うにします。

7-6 Reserved - 0 予約。この予約ビット・ロケーションは、常にデフォル
ト値を返します。このフィールドにどのような値をライ
トしても影響はありません。このフィールドにライトす
ると、常にデフォルト値がライトされます。これは将来
的なデバイスの互換性を確保するためです。

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_TRCTL_field_symval を使用してください。
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5-4 PRI OF（値） 0-3h PCI リクエストが出されるプライオリティキュー・レベ

ルを制御します。

0 アージェント・プライオリティ

1h ハイ・プライオリティ

DEFAULT 2h ミディアム・プライオリティ

3h ロー・プライオリティ

3-0 PALLOC OF（値） 1h-Fh PCI から EDMA に出すことのできる未処理の合計リクエ

スト数を制御します。PALLOC の有効な値は、1 ～ 15 で
す。これ以外の値は予約されています。PCI は未処理の

リクエスト数を把握しています。

DEFAULT 4h 4 つのリクエストを PCI から EDMA に出すことができま

す。

表 51. PCI トランスファー・リクエスト・コントロール・レジスタ（TRCTL）フィール
ドの説明（続き）

ビット フィールド  † symval † 値 説明

† CSL を使ってコードを記述する場合、表記 PCI_TRCTL_field_symval を使用してください。
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ADDRMA ビット
DSPMA 内の    87
PCIMA 内の    88

AINC ビット    87
AUXDETECT ビット    77

CCNT    92
CCNT ビット    92
CDSPA    91
CDSPA ビット    91
CFGDONE ビット

EECTL 内の    95
PCIIEN 内の    84
PCIIS 内の    81
RSTSRC 内の    75

CFGERR ビット
EECTL 内の    95
HSR 内の    70
PCIIEN 内の    84
PCIIS 内の    81
RSTSRC 内の    75

CNT ビット    89
CPCIA    91
CPCIA ビット    91
CURSTATE ビット    77

D2WARMONWKP ビット    77
D3WARMONWKP ビット    77
DATASCALE ビット    65
DATASEL ビット    65
DMAHALTED ビット    81
DSP EEPROM インターフェイス    39
DSP スレーブ・ライト    25
DSP スレーブ・リード    25

DSP の PCI リセット    33
DSP ページ・レジスタ（DSPP）    73
DSP マスター・アドレス・レジスタ（DSPMA）   87
DSP マスター・ライト    28
DSP マスター・リード    29
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（RSTSRC）    75
DSPINT ビット    72
DSPMA    87
DSPP    73

EEADD    93
EEADD ビット    93
EEAI ビット    95
EECNT ビット    95
EECTL    95
EEDAT    94
EEDAT ビット    94
EEPROM

DSP EEPROM インターフェイス    39
PCI の自動初期化    37
PCI ポート・インターフェイス    36
チェックサム    39
メモリ・マップ    38

EEPROM アドレス・レジスタ（EEADD）    93
EEPROM インターフェイス    36
EEPROM から PCI の自動初期化    37
EEPROM から自動初期化    37
EEPROM コントロール・レジスタ（EECTL）    95
EEPROM チェックサム    39
EEPROM データ・レジスタ（EEDAT）    94
EEPROM メモリ・マップ    38
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EEREAD ビット    70
EESZ ビット    95
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HALT    97
HALT ビット    97
HDCR    72
HOSTSW ビット

PCIIEN 内の    84
PCIIS 内の    81

Host-to-DSP コントロール・レジスタ    72
HSR    70
HWPMECTL ビット    77

I/O レジスタ    69
INTAM ビット    70
INTAVAL ビット    70
INTREQ ビット    75
INTRST ビット    75
INTSRC ビット    70

MAP ビット    73
MASTEROK ビット

PCIIEN 内の    84
PCIIS 内の    81

Max_Latency レジスタ    62
Min_Grant レジスタ    62

PAGE ビット    73
PALLOC ビット    98
PCI I/O レジスタ

DSP ページ・レジスタ（DSPP）    73
ホスト・ステータス・レジスタ（HSR）    70
Host-to-DSP コントロール・レジスタ    72

PCI インタラプト・イネーブル・レジスタ
（PCIIEN）    84

PCI インタラプト・ソース・レジスタ（PCIIS）    81
PCI コマンド・レジスタ    54
PCI コンフィギュレーション・レジスタ

Max_Latency レジスタ    62

Min_Grant レジスタ    62
PCI コマンド・レジスタ    54
PCI ステータス・レジスタ    55
インタラプト・ライン・レジスタ    61
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パワー・マネージメント機能レジスタ（PMC）    

64
パワー・マネージメント・コントロール / ス

テータス・レジスタ（PMCSR）    65
ベース 0 アドレス・レジスタ    58
ベース 1 アドレス・レジスタ    59
ベース 2 アドレス・レジスタ    59
ヘッダ・タイプ・レジスタ    58
ベンダー識別レジスタ    53
リセット    33
リビジョン識別レジスタ    56
レイテンシ・タイマ・レジスタ    57

PCI コンフィギュレーション・レジスタのリセッ
ト    33

PCI システム・エラー処理    42
PCI ステータス・レジスタ    55
PCI ターゲット・ホルト・プロトコル    42
PCI トランスファー・ホルト・レジスタ（HALT）    

97
PCI トランスファー・リクエスト・コントロール・

レジスタ（TRCTL）    98
PCI パリティ・エラー処理    41
PCI マスター・アドレス・レジスタ（PCIMA）   88
PCI マスター・コントロール・レジスタ（PCIMC）   

89
PCI マスター・ホルト・プロトコル    42
PCI メモリ・マップド・レジスタ
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PCI トランスファー・リクエスト・コントロー
ル・レジスタ（TRCTL）    98

PCI マスター・アドレス・レジスタ（PCIMA）   
88

PCI マスター・コントロール・レジスタ
（PCIMC）   89

カレント DSP アドレス・レジスタ（CDSPA）   91
カレント・バイト・カウント・レジスタ
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カレント PCI アドレス・レジスタ（CPCIA）   91
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PCIIEN    84
PCIIS    81
PCIMA    88
PCIMASTER ビット

PCIIEN 内の    84
PCIIS 内の    81

PCIMC    89
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PMC    64
PMCSR    65
PMDCSR    77
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PMDCSR 内の    77
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PMCSR の    65
PMDCSR 内の    77

PRI ビット    98
PRST ビット

PCIIEN 内の    84
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RSTSRC 内の    75
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